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    言わば心仕掛けの怪事的思考２

    　

    八つ橋純

    　


    
        一章　再来

        　

        　

        　あの事件について話そうと思う。

        　誰にだって、全てを懸けてでも守りたい、大切な存在がいる。

        　けれど、僕は今回のことで思い知らされた。あまりに強い守護の意思は、誰かの命を奪うことになると。

        　愛情も、優しさも、裏を返せば、鋭い凶器なのだ。

        　……まあ、僕の雇い主に関して言えば、愛情も、優しさも、悪意も、誘惑も、何もかもひっくるめて、鋭すぎる凶器なのだが。

        　

        　これは、不可解で、凶暴で、利己的で、深遠で、切なくて。

        　

        　少しだけ愛しい、物語。

        　

        　

        「ちょっ、おい！　な、なんでキスっ……んんん――――!!」

        　息が、できない。

        （待て！　待て待て待て！　ちょっと待て!!）

        　正確には、息をする余裕がなかった。

        （なな、なんだこれは!?　どういうことだ!?）

        　白井天しらいてん志しは自分に問いかけるが、混乱と驚愕が吹き荒れる頭で、答えが出せるはずもない。それでも、頭の隅に残ったわずかな理性で、状況を整理する。

        　――――一週間前。

        　天志は神様と名乗る少女――――三千堂さんぜんどう理々りりと出会い、彼女が管理する店舗に、バイトとして雇われた。

        　そして本日、さっそく呼び出されたのだ。

        　大切な用事があったのだが、無視するわけにもいかない。渋々、足を運び、店の奥にある和室に入ったまではよかった。

        　何の用か問おうとしたその時、理々は有無も言わさず、天志を押し倒し、唇を重ねてきたのだ。

        　ここまでの流れを思い出しただけで、天志の身体は熱くなる。十九年間、女の子と手を繋いだこともないのだ。突然、キスをされて動揺するなと言う方が無理である。

        「くっ……！」

        　先程から両手で理々の腕を掴み、押し返そうとはしている。

        　だが、まったく力が入らない。震える両足も、空むなしく畳を擦るだけだ。

        　永遠かと思える数秒――――理々はやっと唇を離し、天志を解放した。

        「な、な、なっ…………」

        「クスクス、なあに？　アタシのキスがそんなによかった？」

        「ふざけるな！　い、いきなり何の真似だ！」

        　怒鳴るが、天志の脚はいまだに震えており、立つことができない。その様子を心底楽しそうに眺め、理々は小さく肩をすくめた。

        「そんなに騒がないの。奴隷としての、新しい契約を結んだだけよ」

        「ど、奴隷じゃない！　バイトだ！」

        「細かいことを気にする子ね。……まあいいわ。とにかく、これでアナタは、バイトの期間中、ＡＶＤを見たくなった時に、別の人間の記憶力を代償として払えるようになったの」

        「え……？」

        「ま、どれだけ他人の記憶を見ても、アタシが一万冊の書物を書く義務を終えたら、見たＡＶＤの内容は全て忘れてしまうけれどね」

        　ＡＶＤ――――アブノーマル・ヴァキュアス・ディスク。全世界に生きる人間の記憶を保存した、神々の産物。

        　この店は、そのディスクを扱い、事件や事故の謎を解く何でも屋なのだ。

        「アナタはこの店のバイトになったわけだから、立場上は、アタシと同じ。つまり、何の代償も無しに、依頼人が選択した記憶映像を、一緒に視聴できる。……ここまではおわかり？」

        「あ、ああ……」

        「けれど、アナタ個人の意思で、ＡＶＤを見たいと思った時。または、それ以外の事情で、アナタがＡＶＤを見なければならなくなった時。別の人間の記憶力を代償にして、特別に視聴できる契約を結んであげたの」

        「別の人間……？　どうして、僕の記憶力を代償にしないんだ？」

        「あらあら、お忘れかしら。アナタ、前回の事件で、ほぼ全ての記憶力を失っているのよ？　今はバイト料の前払いとして、記憶力は戻しているけれど、契約がなくなれば、アナタの頭は空っぽになるじゃない」

        　そこまで説明を聞き、やっと納得することができた。

        　天志は一週間前の事件で、親友の命と引き換えに、記憶力を失ったのだ。

        　それでも、後悔はなかった。失ったもの以上に、得たものの方が大きかったからだ。

        　親友の命、苦しみや悲しみ、そして、自分の過信と力。

        　理々に出会っていなければ、一生手にすることはなかっただろう。

        　その点については、感謝してもしきれない。

        　あくまでも、その点については、だが。

        　バイト初日で、いきなりこんな傍若無人な振る舞いをされては、どうにも先が思いやられる。

        「……キミが、僕を呼び出した理由はわかった。新しい契約についても、理解した」

        　ようやく、足腰に力が入るようになった天志は立ち上がり、言いそびれていた不満を爆発させた。

        「だが！　どう考えても……キ、キスは不要だろう！」

        「まあ……確かに別にキスをしなくても、契約はできたのよね。ただ、さっき暇つぶしに韓流ドラマを見ていたら、ちょうどキスシーンだったから」

        「だからなんだ！」

        「アナタにキスをしたら、ドラマよりも面白くなりそうだと思ったのよ」

        「僕で遊ぶな！　キミは僕をなんだと思ってるんだ！」

        「奴隷♪」

        「このっ……！」

        「気に入らないなら、下僕にしてあげましょうか？」

        「呼び方について怒っているわけじゃない！」

        　天志が地団駄を踏むと、含み笑いだった理々は、声を出して笑った。完全に遊ばれている。

        　天志はさらなる罵倒を叫ぶため口を開き――――すぐに閉じた。

        （……何を言っても無駄か……）

        　口喧嘩で負けたことなど、ほとんどないと言うのに、この神様だけは相手が悪い。

        　天志自身も、最近自覚してきたのだが、恋だの性だの、そういった類の話はどうにも苦手なのだ。

        「まったく……もう、いい」

        　まだ赤い顔を隠すように、天志はそそくさと踵を返した。

        「用事は終わったんだろう？　なら僕は行くぞ。岳がくを待たせているんだ」

        「あらあら。夫婦生活は円満のようね」

        　理々の言葉に、天志は和室の戸を開けながら、怪訝そうに眉を寄せた。

        「……誰が夫婦だ」

        「同居していて、出かける時も一緒の二人組を、夫婦と呼ばずになんと呼ぶのかしら？」

        　天志が、全てを懸けて救った親友――――橋田はしだ岳がく。

        　彼は、不幸を呼ぶ「蛇」が宿っていたせいで、周りに死をもたらす存在であった。

        　天志のおかげで普通の人間に戻ることができたものの、理々いわく、岳は悪いものに憑かれやすい人間らしい。放っておけば、今度はどんな凶悪なものが宿るかわからない。

        「守護霊の代わりになるものが傍にいれば、安全でしょうね」

        　そう助言されたので、天志は、岳と同居することにしたのだ。

        　天志の中には、「蛇」を倒してくれた、狼の神様が宿っている。理々も、守護霊の代わりには充分すぎると頷いてくれた。

        　元々、岳も施設暮らしで肩身の狭い思いをしており、天志も神社で一人暮らしだ。共に住むことに、不都合などあるはずもない。

        「それにしても……気づかなかったな。僕の中に、あんな……神様が、宿っていたなんて」

        　天志は、縁側で靴を履きながら、ふと笑みを零した。

        　少し前の自分なら、「神様が宿る」など、非現実的だ、とバカにしていたことだろう。

        　すると、理々は障子戸によりかかり、退屈そうに息をついた。

        「アナタでなくても、ほとんどの人間は、自分の中に何かが宿っているなんて気がつかないわ。たとえ、その何かが、自分に幸福や不幸をもたらしたとしても、全ては偶然で片づけてしまうもの」

        「……確かにな」

        「それと、自分の本性も、自分ではなかなか気がつけないものよ」

        「本性？」

        　不思議に思って振り返った瞬間、天志のアゴを、理々の白い指が軽く撫でた。

        　慌てて身を引こうとするが、水晶のような瞳に見据えられるだけで、全身が痺れたように動かなくなる。

        　理々は硬直する天志を引き寄せ、優しく目を細めた。

        「アナタはアタシと出会ったことで、自分がＭだということに気づけたでしょう？」

        「なっ……！」

        　カッ、と身体が熱くなるのがわかった。天志は慌てて、白い手を振り払う。

        「だ、だから！　なぜキミはいつも、そういう話になるんだ！」

        　再び顔を真っ赤に染めながら、天志は縁側を跳び下りた。

        　床を踏み抜くような勢いで、店の出入り口へと向かい、戸を開け放つ。

        「天志」

        　しかし、立ち去ろうとすると、背後からしつこく理々が呼んできた。

        「なんだ！」

        「お墓参りが済んだら、さっさと戻ってきなさい。今日は、依頼人が来るわよ」

        「えっ……」

        「それからね」

        　ふ、と理々の声音がわずかに落ちる。

        「アナタの中にいる神様だけど……あれは、いつでもアナタの味方というわけでは、ないと思うわよ」

        　どういうことか尋ねようとした瞬間、店の戸が勝手にピシャリと閉められてしまった。慌てて戸に手を伸ばし、少し考えて、引っ込めた。今更、中に戻って聞き直すのも何やら間が悪い。

        （……いや、それよりも）

        　理々の言葉を思い返し、天志は目を見開いた。

        「なんで僕が、墓参りに行くって知ってるんだ……？」

        　

        　

        　四月十七日。今年は暖気の訪れが早く、関東はすでに気温二十度を超えている地域も少なくなかった。

        　これでは上着などいらなかったかもしれない。天志は青色のジャケットを脱ぎ、腕にかけた。軽くなった肩を回し、おもむろにしゃがみこむ。

        　そして、目の前に並ぶ三つの墓石に、哀悼の意をこめて小さく頭を下げた。

        「……天志」

        　不意に、後ろから声をかけられる。振り向くと、岳が、水が入った桶を持ってきてくれていた。天志は礼を言って、受け取る。

        「悪かったな。わざわざ墓参りに付き合ってもらって」

        　岳は無言で首を横に振る。天志と入れ違うように、その場に膝をつくと、目の前の墓石に向かって優しく手を合わせた。

        　石に刻まれた名は――――白井那しらいな月づき。

        「……母親か？」

        　墓石に桶の水をかけながら、天志は頷く。

        「父さんは、僕が産まれる前に病死して、母さんは、十六年前……僕が三歳の頃に亡くなった。当時話題になっていた、連続殺人犯・雨あめ城しろ秋しゅう眞まの、最後の事件に巻き込まれてな」

        「……雨城秋眞……？」

        　唐突に切り出された事実に、岳は目を丸くする。

        　二十年程前、雨城秋眞という、狡猾で完璧な犯罪を実行し続ける殺人犯が、この街を恐怖に陥れていた。

        　警察の追跡や捜査を、あざ笑うかのようにくぐり抜け、最初の犯罪を実行してから数年間は、まったく足取りが掴めなかったのだ。

        　それでも、少しずつ、雨城へ捜査の手は伸び、十六年前の今日、天志の母、那月を巻きこんだ最後の事件で、ついに逮捕されたのである。

        「じゃあ、その最後の事件現場は……まさか……」

        「ああ。今、僕達が住んでいる神社の社だ」

        「……天志も、その場にいたのか？」

        「いたけど……僕は奥の自宅で寝ていたから、事件については何も覚えていない。当時は三歳だったしな。……雨城の顔は、テレビやニュースで散々見たけど」

        「……そうだったのか」

        　岳は重々しく呟いた。

        「怖い思いをしただろうな。天志の……おふくろさん」

        「けどまあ、裁判では雨城の死刑が確定して、半年前に、執行されてる。これで母さんも、無念は晴らせただろうさ」

        「……そうか」

        「…………」

        「…………」

        　天志は心の中で、しまった、と舌打ちをした。自分が切り出しておいてなんだが、どうにも重苦しい空気となってしまっている。

        「あー……っと。その……」

        「……そういえば、バイトの方はどうだ？」

        「えっ？　……あ、ああ！　バイトか！　そうだな、バイト。……バイトか」

        　岳なりに気を遣って、話を逸らしてくれたのだろう。

        　だがしかし、残念なことにこちらもこちらで、天志にとっては、あまり気分の良い話ではない。

        「あれだ……うん。は、働きがいはある」

        「そうか……そうだろうな。神様に雇われるなんて、普通はできない経験だ」

        　感心したように頷く親友を見ていると、天志は胸の辺りがズキズキと痛んだ。

        　岳には、理々の正体を暴露したのだ――――半分だけ。

        　彼女の性格や、天志が店でどんな扱いを受けているかについては、今も隠し通している。

        　本当のことを話せば、岳がＡＶ店舗に乗りこんで、直談判をしかねない。そしてそんなことになれば、岳まで、あのドＳ少女の餌食になるのは目に見えている。

        　それだけは阻止しなければならないと、天志は固く心に誓っていた。

        「俺も……いつか挨拶に行って、助けてもらった礼を言いたい」

        「そ、そうか」

        「……今日も、この後バイトだろう？　……会えないか？」

        「いや！　やめておけ！　死んでも会わない方がいい！　というか、会ったら死ぬから会わないでくれ！」

        　叫んだ後、天志はハッと我に帰った。異様なまでの拒絶を不思議に思ってか、岳の頭の上には「？」が大量に踊っている。

        「ご、ごほん。ええっと……あれだ。あの店の神様は、……実は、相当な顔見知りでな。知らない人と会うのが、苦手なんだ」

        「……知らない人と会うのが苦手なら、依頼人とも、会えないだろう？」

        「うっ……！」

        　岳の見事な返しに、冷や汗が噴き出る。

        　天志は自分自身を殴りたい衝動に駆られた。慌てていたとは言え、なんとも間抜けな返事をしてしまったものだ。

        「ええっと……それは、だな……その……」

        「……………………………………………………あ」

        　次の言い訳を考えていると、岳が何かに気がついたように小さく声を漏らした。なにやら、しきりに頷き、珍しく柔和な笑みを浮かべている。

        　奇妙な親友を前に、今度は天志が首を傾げた。

        「ど、どうかしたかい？」

        「いや……そうか。そういうことか」

        　岳は、おもむろに天志の肩へ右手を置く。

        「…………すまん、天志。俺も野暮だった」

        「…………は？」

        「俺は……恋愛に……国境や、種族は、関係ないと思う」

        「…………はあ」

        「だから俺は……お前達の仲を、応援するぞ」

        「…………は!?」

        　思わず、天志の声が裏返った。先程とは別の冷や汗が、全身から噴き出し、嫌な予感が全身に広がっていく。

        「ちょ、ちょっと待て！　岳！　お前は今、してはならない勘違いをしているぞ！」

        「……照れるな」

        「照れていない！」

        　とは言うものの、天志の顔はしっかりと赤くなっている。怒りのせいだとも弁解はできるが、この状況で言い訳をするのは、どう考えても逆効果にしかならない。

        　天志の焦りをよそに、岳は満足げに腕組みをした。

        「礼は、別の機会にする。俺は……お前達の邪魔はしない。……安心しろ」

        「だ、からっ……僕は……！」

        　天志は思わず頭を抱える。誤解は解くべきなのだろうが、今の状態では、ポロリと、本当のことを明かしてしまう気がしてならない。

        　しかし、岳に勘違いをさせたままというのも……。

        　…………。

        　………………。

        「……はぁ」

        　結局、というか、当然というか。

        　親友の安全と、己のプライドを天秤にかけ、どちらが傾くかなど、火を見るよりも明らかだった。

        「もう……それで、いい」

        　天志は溜め息をつき、トボトボと歩き出した。

        　それをまた照れ隠しと勘違いした岳は、小さく笑いを漏らす。そのまま天志の後に続こうとしたが、ふと立ち止まった

        「……天志。こちらの墓は、参らないでいいのか？」

        「ん……？」

        　天志は、おもむろに振り返った。

        　父と母の墓に次いで、もう一つ、若干小さめの墓石が置かれている。

        　刻まれた名は――――白井朔しらいさく。

        「…………。……ああ、その墓は……」

        　天志は、どこかバツの悪そうな顔で目を逸らす。

        　口ごもっていると、桶を持った岳が、静かに歩み寄ってきた。

        「……事情があるなら、聞かん」

        「いや……岳になら、別に構わない」

        　白井朔は、白井那月の母にあたる人物――――つまり、天志の祖母である。

        　彼女は、那月が亡くなった翌日、銃で自らの頭を撃ち抜き、自殺したのだ。遺書などは見つかっていないが、おそらく、娘の死にショックを受けたから、と、警察は結論づけている。

        　ただ、朔は生前、強い霊力を持っており、人に呪いをかける「呪い屋」という仕事をしていた。ゆえに、生前のいい噂はあまり聞かず、人との交流も少なかったらしい。朔の自殺については、白井家も、親戚も、取り立てて言うほどの騒ぎにはしなかったそうだ。

        　自殺に使われた銃も、「呪い屋」としての商売道具だったらしい。銃の他にも、ナイフや工具、人体に有害な液体や粉末。さらには、小動物の死骸まで、所有していたそうだ。たとえ親族でなくても、近づきがたい存在であろう。

        「僕も、親代わりだった爺さんに、祖母の墓には、参らない方がいいって言われていてさ」

        「……そうか」

        「色々、複雑だろう？　白井家は」

        「いや……」

        　わざと明るく言ってみたが、岳の目には同情が揺れている。逆に気を遣わせてしまったようだ。

        　天志は小さく苦笑する。墓前というのは、どうしたって、空気が重くなってしまう場所らしい。父と母の墓参りも終わった。早々に立ち去るべきだろう。

        　天志と岳は、桶を元の場所に戻し、霊園を後にした。

        　

        　

        　他愛もないことを話しながら歩き、十字路に差しかかったところで、天志は足を止めた。

        「じゃあ、僕はこれからバイトだから」

        「ああ。…………天志」

        「なんだい？」

        「……帰りは、遅くなっても大丈夫だ」

        「ブフッ!?」

        「……なんなら、朝帰りになっても、構わない」

        「なるかっ!!」

        　いっそのこと、全てを暴露したい衝動に駆られたが、岳の身の安全を考えると、やはり口をつぐむしかない。

        　一片の疑いも抱いていない、親友の笑顔を見ていると、天志は、なんとも言えない罪悪感にさいなまれるのであった。

        　

        　

        （…………入りにくい）

        　天志はＡＶ店舗の前で、忙しなく右往左往してしまっていた。

        　今だけは、親友のことが心底恨めしい。先程の言葉を意識してしまい、理々と顔を合わせづらいのだ。

        　だが、彼女のことだ。天志が店の前まで来ていることなど、お見通しだろう。いつまでもこんな所にいたら、また嫌味を言われるかもしれない。

        （それに……今日は依頼人が来るとか言ってたな）

        　この店のバイトに就ついて、初めてのお客である。ここできちんと働かなければ、記憶力を取り戻せない。

        （……そうだ。ここで働くのは、記憶力を取り戻すため……僕自身は、三千堂のことを、なんとも思っていない）

        　自分に言い聞かせ、天志はやっと、一歩を踏み出した。

        　建て付けの悪い引き戸を開け、薄暗い店内へ入る。

        『遅いわよ、天志。店の前で、何を妄想していたの？』

        　すると、案の定、理々の小言が飛んできた。

        　姿は見えずに、声だけが聞こえる。初めてこの店を訪れた時は驚いたが、今は慣れたものだ。

        　天志は、何でもない風を装うために、憮然とした表情を作る。

        「……ちょっと、考え事をしていただけだ」

        『ふぅん……？　顔がそこまで真っ赤になるほどの、ちょっとした考え事って、一体なんなのかしらね？』

        「なっ……！」

        　慌てて手の甲を返し、自分の顔に触れてみる。確かに、まだ頬には、熱が残っているような気がした。

        『一体、誰に、どんなことをされるのを、考えていたのかしら？　ちゃんとおねだりできるなら、アナタが望むプレイを、してあげてもいいわよ？』

        「なんの話だ！　僕はキミみたいに、四六時中、変なことを考えてるわけじゃない！」

        『ということは……アナタも多少なら、ヘンなことを考えるのね？』

        「ちっ、違う！　そういう意味じゃ……」

        『クスクス、そんなに溜まってるなら、天志。……今日、お店に泊まっていく？』

        「三千堂！」

        『はいはい、何をカリカリしてるのか知らないけど、さっさと奥の和室に来なさい。――――もう、依頼人はお待ちよ』

        　完全に、あげ足取りをされて遊ばれただけのようである。

        　胸中で屈辱が渦巻くが、依頼人という言葉で、天志はなんとか冷静さを取り戻した。

        　棚と棚との間をすり抜け、店の奥へ進む。和室前の縁側で靴を脱ごうとすると、再び鈴を鳴らしたような声が響いた。

        『天志、アナタの横にＡＶの束があるでしょう？　それを持ってきなさい』

        　視線を右に向けると、確かにディスクの束が置かれていた。それも相当な数がある。いくら天志が男性とはいえ、持ちあげられるかどうか微妙な量だ。

        　天志は恐る恐る、ディスクの束に手を伸ばす。

        「……おも」

        　やはり、なかなかの重量である。重ねられたディスクが、塔のようにそびえ立ち、視界を遮っていた。

        　仕方なく、目の前の障子を足で開け、天志は和室に入る。

        「ご苦労さま、童貞くん♪　アタシの後ろの壁際に置きなさい」

        「童貞って呼ぶな……って、……あれ？」

        　天志は、ディスクタワーの右脇と左脇から、交互に顔を出す。何度も部屋を見渡したが、ディスクの山の上に腰かける理々以外に、人の姿はない。

        「依頼人が来ているんじゃなかったのか？」

        「だから、来ているじゃない」

        「どこに？」

        「アナタの足元」

        「えっ？」

        　両腕をわずかに前へ突き出し、天志は自分の足元を覗き込む。

        　すると――――「それ」が、こちらを見上げてきた。

        　海藻のように揺らめく、じったりと湿った漆黒の髪。その髪の間からは、深淵よりも深い、闇色の瞳が見えた。目の下には、青白いくまが広がっており、不気味さに拍車をかけている。

        　そこまで冷静に観察してから、さらに数秒。

        　天志はやっと、自分が見下ろしているものの正体に気づいた。

        　これは、人の首である。

        「――――!!」

        　声に鳴らない悲鳴を上げ、天志は抱えていたディスクを、全て落としてしまった。

        　プラスチックケースが、畳にバラまかれる音も、理々の怒ったような声も、どこか遠い。

        （……まさ……か……）

        　天志は、人の首が畳の上に置かれていることに、驚いたわけではない――――というのは、さすがに語弊があるが。

        　しかし、人の生首、ということ以上に、天志を愕然とさせた事実があった。

        （まさか、まさか、まさか…………！）

        　天志は、知っていたのだ。

        　その生首が、「誰」なのかを。

        （そんなバカな――――!!）

        「イッテェェェェェェェェェェェェェェ!!」

        　その時、ケースの下に埋まった生首が、勢いよく飛び出してきた。

        「イテェな！　コラ、ガキ！　出会った瞬間に、依頼人サマを生き埋めにしてンじゃねぇよ！　ああ角が刺さったツムジがイテェ！」

        　……ここまで生き生きと喋りまくるものを、果たして生首などと呼んでいいものか甚はなはだ疑問ではあるが。

        　とにかく、改めて正面に見据え、天志は確信した。

        　やはり、自分はこの顔を知っている。

        （そうだ……。……忘れるものか……）

        　たとえ、どれほどの月日が過ぎ去ろうと。

        　母を殺した男の顔を、忘れられるはずもなかった。

        「雨城、秋眞……！」

        「あン？」

        　すると、憤怒の表情をしていた秋眞の生首が、訝しげに眉を寄せた。

        「ンだぁ？　オレのこと知ってンのか？」

        「三千堂！　これは一体どういうことだ！」

        「オオオイ！　ちょっと待て！　テメェがどういうことだ！　ガンつけといて、シカトしてンじゃねぇ！」

        　生首が何か叫んでいるが、今の天志には聞こえていない。

        　それ以前に、天志は常識の感覚すら、麻痺しつつあった。いつもならば、生首が喋っていることに驚愕し、理々を問い詰めていただろう。

        　だが、今は勝手が違う。どこか絶望にも似た感情を抱きながら、天志は叫んでいた。

        「どうして……雨城秋眞がここにいるんだ……!?　この男は、もう死刑になって……死んだんだ。いなくなったはずだ！」

        　母を殺した犯人は罰せられた。だから、母もきっと無念を晴らせたはず――――今日の墓参りで、それを安堵してきたばかりだというのに。

        　天志の、痛切なまでに何かを訴えるような表情を見て、理々は小さく溜め息をつく。彼がディスクをバラまいてしまったことは、もうどうでもよくなったらしく、優しげな笑みを浮かべた。

        「まあ、落ちつきなさい。確かに、この人はもう死んでいるわ。でも、この店舗に来たということは、依頼人に変わりはない」

        「……じゃあ、今日訪ねてくる依頼人っていうのは……」

        「そ。この人……いえ、もう人ではないわね」

        　理々は優雅に腕を組み、秋眞の首を見下ろす。かつての連続殺人犯も、神の視線には勝てないのか、すぐに目を逸らした。

        　悪戯っ子のように笑い、理々は続ける。

        「人間のアナタにわかりやすく説明するなら、これは、雨城秋眞の亡霊……というより、怨霊かしら」

        「お、怨霊……？」

        「死刑になり、一度はこの世を去ったけれど、納得できないことがあるから、成仏しきれない……そうでしょう？」

        　理々が促すと、首だけにも関わらず、秋眞は器用にアゴを引いて頷いた。さらに、首の断面を畳につけたまま、反回転し、怨霊は神に向き直る。

        「オレの人生最後の事件に、どーしても納得がいかなくてな」

        「……なに？」

        　秋眞の言葉に、天志は心臓が燃えあがるような感覚を覚えた。舌が渇き、喉が異様に震える。

        　雨城秋眞の最後の事件――――忘れようもない。天志の母、白井那月が巻きこまれた事件だ。

        　そうだ。この男は、すでに死んでいるとはいえ、連続殺人犯。

        　母を死に追いやった、仇かたき――――。

        「なぁ、オイ！　そこのガキ！　この雨城サマの最後の事件、覚えてンだろ？」

        　秋眞に問われ、天志の中で記憶が弾けた。煮え立つ怒りが、舌を無意識に動かしていく。

        「……都内の白井神社で、刑事一人と……住人一人を、射殺」

        「そうそう！　それそれ！　いやー、懐かしいなぁ。もう十五……十六年前か？」

        「……その事件の、何が納得いかないって言うんだ」

        「それがよ。世間的には、オレが二人を撃ち殺したことになってっけど、ショージキ、よくわかンねぇんだよな。……オレ、確かに刑事は殺した気がすっけど、もう一人の住人？　あん時、神社にいた女は……」

        「ふざけるな！」

        　ついに、天志の中で何かが音を立てて切れた。

        　秋眞の髪を、引きちぎらんばかりの力でわし掴み、そのまま畳に押しつける。

        「イテェェェェ!?　は、離せコラァッ！　ハゲるハゲるハゲる!!」

        　母さんを殺した罪から逃げる気か――――その言葉が、天志の喉元まで出かかった。が、突然、首が締まり、声どころか、息までも吐き出せなくなる。

        　わし掴んでいた秋眞の髪が、触手のように伸び、天志の首にからみついていたのだ。

        「あああ!?　さっきからなんなんだテメェは！」

        　天志は髪を引きはがそうとするが、指は自分の首を引っ掻くだけ。

        　声が、意識が、遠くなる――――。

        「かっ……く……」

        「首しかねぇからってナメてんじゃねぇぞ！　このままテメェのこと、絞め殺」

        　

        　ガゴンッ！

        　

        「イテェ！」

        「っ!?」

        　突然、天志と秋眞のこめかみに、何かが激突してきた。その衝撃で二人は、畳に叩きつけられる。

        　天志が咳こみながら起き上がると、先程まで自分がいた場所に、赤いヒールが二足転がっていた。

        「じゃれあいは、そこまでにしなさい」

        　ＡＶの山頂では、裸足の理々が呆れたような表情を浮かべている。どうやら、彼女が天志と秋眞に向かってヒールを投げつけてきたらしい。

        　それにしたって、一体、どれほどの力で投げつけられたというのか。天志はいまだに視界が揺れて、立つことができない。首だけの秋眞も、痛みを耐えるような苦鳴を漏らしていた。

        「怒るアナタは、からかい甲斐があって面白いけれど、もう少し、冷静になりなさい、天志」

        「れ、冷静になれるわけがないだろう！　この男は、母さんを……」

        「けれど、怨霊さんは、自分は誰を殺したかわからないって、言ってるわよ」

        「わからないわけないじゃないか！」

        「そう。……その事件が、普通の事件だったらね」

        　理々はふわりと宙を舞い、畳に転がったヒールを履き直した。

        　唖然としている天志に近づき、白い指でアゴをすくいとる。

        「どうせ怨霊さんは、まだ立ち上がれないだろうから、特別にアタシが説明してあげる。……アナタのお母さんが亡くなった、あの事件の夜を」

        　――――理々の話をまとめると、どうやらこういうことらしい。

        　十六年前の、四月十七日。

        　事件は、深夜一時頃に起こった。

        　世間を騒がせていた、連続殺人犯・雨城秋眞は、ついに警察に追い込まれ、街中を逃走していた。

        　その時、明かりがついていた白井神社を発見し、その中へ飛びこんだ。

        　社やしろには、巫女姿の女性――――白井那月が一人でいたそうだ。

        　さらに、秋眞に続いて、一人の刑事も飛び込んできた。

        　刑事の名は、正木まさき浩こう介すけ。三十七歳にして、捜査の腕は、ベテラン顔負け。雨城秋眞の事件を、四年間追い続けた、まさに執念の男である。

        　三人は、三角形を描くように立ち、距離はそれぞれ均等。刑事と逃亡者は、互いに拳銃を構えており、うかつに動けない状態であった。

        　緊張の糸が張り詰めた瞬間、事件は起こった。

        　突然、社の電気が消えたのである。

        　そして暗闇の中で、一発の銃声が響いた。

        　再度明かりをつけると――――刑事と女が、死んでいたのだ。

        「……暗闇の中、一発の銃弾で、二人の人間が死んだってことかい？」

        　天志の簡略化したまとめに、理々は、頭の良い生徒を褒める教師のように微笑んだ。

        　確かに、これは少々、普通ではない事件だ。

        　秋眞が、「誰を殺したのかわからない」と感じてしまうのも、不本意ながら頷ける。

        「……それで？　アナタの依頼は、「自分は一体誰を殺したのか？」で良いのかしら？」

        　天志が憮然とした表情をする横で、理々が、和室の奥へ転がった首へ声を投げた。

        　すると、秋眞の揺らめく髪が、まるでバッタの足のように変化する。そのまま畳を蹴りつけ、天志の足元に跳んできた。

        「あああ！　イッテェなぁ！　ったく。ヒール投げつけるたぁ、えらいドＳなカミサマもいたもんだなぁ、オイ！」

        「依頼内容はこれで良いのね」

        「オオオイ！　ちょっと待てぇ！　ガキといいアンタといい、この店のヤツらは、人の話を聞かねぇ自由人ばかりか！」

        「こちらも暇じゃないの。さっさと質問に答えなさい」

        　苛立った理々に怯んだのか、秋眞はバツが悪そうに視線を逸らした。

        「……ああ、そうだ。依頼はそれでいい。が……勘違いすンなよ？死刑になったオレが、今さら冤罪だなんだと騒ぐ気はねぇ。オレはただ……この雨城秋眞サマが、最後の最後であンな雑に人を殺しちまったのが、どーしても納得できねぇんだ」

        　秋眞の両目に、暗い焔が灯る。執念と憎悪が入り混じったような強烈な感情に、天志は思わず息を飲んだ。

        　普通の人間には、あそこまで歪んだ目つきはできない。

        「あの日、一体、誰を殺したのか。連続殺人犯って呼ばれてたオレが、それすらわからねーで、オチオチ死んでなんかられねーよ」

        「ふぅん……話はわかったわ。アナタの依頼は受けましょう」

        「なっ……三千堂。そんな、あっさり……」

        「アナタもいいわね？　天志」

        「いや……だが……」

        　天志は、いまだに煮え切らない態度である。やはり、霊体とはいえ、連続殺人犯――――しかも自分の母を、殺したかもしれない相手だ。正直、協力などしたくない。

        「天志」

        「ま、待ってくれ。そもそも、僕は何をすればいいんだ？」

        　バイトとして働くのは、今日が初日である。

        　そもそも、記憶映像を見て謎を解くだけの何でも屋に、バイトなど必要なのだろうか。

        「アナタ、アタシと新しい契約を結んだでしょう？」

        「え……」

        「あの契約が、後で必ず役に立つわ」

        　詳しいことを教えるつもりはないらしい。理々はそれっきり黙ってしまった。

        　なかなか腹が決まらない。

        　だが、もし仮に、母を殺したのが雨城秋眞でないのなら、一体誰が犯人だったのか。その真相を確かめたい気持ちはある。

        （それに……自分の記憶力も取り戻さなきゃいけない）

        　天志は、小さく溜め息をつく。どうやらいつも通り、選択肢などないようだった。

        「わかった……協力する」

        「オイオイオイ、ちょっと待て。協力するって、テメェ、一体誰だ？　つか、なんでそこまで、オレにつっかかってくンだよ？」

        「……アンタが殺した女性は……僕の、母親だ」

        「!?　マジか!?」

        　秋眞もさすがに驚いたようであった。飢えた野犬のような目を見開き、天志を食い入るように見つめる。

        「ハーン……偶然ってのは、あるもンだなぁ」

        　と、感慨深く呟いたかと思えば、急に真剣な表情になった。そのまま、なぜか理々に意味深な視線を送る。

        「それとも……これもカミサマの思し召しか？　親の事件を、息子に見せるなんて、さすがに残酷だねぇ」

        「……？」

        　何やら、秋眞は勝手知ったるような口ぶりである。理々も珍しく無表情のままで、何も言い返さない。

        （なんだ……？　この二人、知り合いなのか……？）

        　微妙な空気が漂ったが、秋眞はすぐ目線を逸らし、天志に向き直った。

        「ってか、待て。そもそも、テメェは誰だ、って話してンだよ。どう見たって普通の人間じゃねぇか。依頼人でもねぇのに、こんな所にいるなんてなにモンだ？」

        「アタシの奴隷♪」

        「ハァ!?」

        「なっ……！」

        　秋眞はしばらく、目を瞬かせていたが、突然弾けたように笑いだした。髪を生き物のようにうごめかせ、天志の足にからみついてくる。

        「マジか！　カミサマの奴隷かよ！　いいポジションだな、オイ！」

        「僕は奴隷じゃない！」

        「アレか。テメェ、イジめられることが快感タイプか」

        「違う!!」

        「そうね。ちょっと違うわね。これから、そうなるように調教していくんだから」

        「もっと違う!!」

        　天志は内心でうんざりとしていた。おそらく、今日は厄日なのだろう。でなければ、どうしてたった半日で、こう何度も顔を赤くしなければならないのか。

        「ハーン。まあ、オレもドＳな女は嫌いじゃねぇけどよ……」

        　この時、天志は必死に否定を続けていたせいで、気づくことができなかった。

        　理々を見上げる秋眞の目が、怯えと嘲笑が混ざったような、複雑な感情を宿していたことに――――。

        「コイツの奴隷にされるのだけは……勘弁だなぁ」

        　

    

    
        二章　銃声は二人を殺す

        　

        　

        　さて、今回の依頼人は、雨城秋眞の「怨霊」。

        　依頼内容は、「雨城は一体誰を殺したのか？」

        　怨霊にも、支払える記憶力があることにも驚いたが、それ以前に、人間以外の者を、お客として迎え入れることに、天志は今さらながら衝撃を受けた。

        （……まあ、店の主が人間以外の存在だから、驚くこともないのかもしれないけど……）

        　悶々とする天志を差し置いて、理々と秋眞は、淡々と依頼の話を進めていく。

        　秋眞は記憶力を持っているとはいえ、今は霊体。さすがに普通の人間より、力は乏しいらしい。

        　したがって、秋眞に最低限の記憶力を残すには、三十分間の視聴が限界のようだ。

        　必然的に、十六年前の事件関係者三人の記憶を、それぞれ十分ずつ見るということで、話がまとまった。

        「でよ！　オレの記憶では、だ」

        　秋眞は、髪の毛を指の形に変化させ、当時の事件を振り返り始めた。

        「あン時、オレと刑事サンと女は、神社の中でこういう風に立ってたワケよ」

        　海藻にように揺らめく髪が、畳に三つの丸を描く。

        　どうやら、正木刑事が、社の入り口を背に立ち、秋眞が社の左側。那月が右側にいたようだ。

        「で！　オレと刑事サンは、銃を持ってた。とーぜん、女は丸腰。なんか赤と白の変な着物を着てただけだ」

        「……巫女の装束だよ」

        　天志の口調は、先程からとげとげしい。母が「女」とぞんざいに呼ばれているのが気に食わないのだ。

        　彼の不機嫌など素知らぬ顔で、秋眞は生き生きと説明を続ける。

        「そンで、三人で向かい合ってた時に、電気が消えたンだ！　さすがのオレも焦ってよー、確か……正面に一発撃っちまったンだよな」

        　その証言が真実ならば、秋眞は、正木刑事に向かって発砲したということになる。

        「……でも、実際には、母さんも撃たれているじゃないか」

        「だーから！　女の方は知らねぇんだって！　電気をつけたら、死んでたンだよ。オレは撃ってねんだから、あと女を撃てるとしたら、刑事サンしかいねーだろ？」

        「……正木刑事だって、撃たれているじゃないか」

        「オレに撃たれる前に、女を撃ったンじゃねぇの？」

        「だが、暗闇の中で、銃声は一発しか聞こえなかったはずだろう？」

        「あああ！　ああ言えばこう言いやがって！　理屈っぽいヤツほど、ドＭになりやすいンだってよ！」

        「何の話だ！」

        「クスクスクス……」

        「三千堂！　笑ってないで、キミも何か言ったらどうだ！」

        「発言するべきは、アタシではなくて、アナタではなくて？　天志」

        「えっ？」

        「だって、アナタも、この事件現場にいたのでしょう？」

        　どうして知っているのかと思ったが、少し考えればわかることである。現場の白井神社は、白井家の自宅。母親の那月が住んでいたならば、息子もいると思うのが普通だ。

        　だが、残念ながら天志は、事件の当事者と言える立場ではない。

        「……僕は、社の奥にある自宅で寝ていただけだ。事件自体は、詳しく知らない」

        「それじゃあ、知っていることを聞きましょうか。この神社には、アナタとアナタのお母さんしか、住んでいなかったの？」

        　天志は小さく頷いた。父はすでに病死しており、当時、神主であった祖父は、行事がある時くらいしか訪ねて来なかった。

        「ただ……祖母の白井朔は、よく来てたらしいけど」

        　誰とも関わりを持たなかった「呪い屋」が、唯一心を開いていたのが、娘の白井那月であった。実の親子というせいもあってか、那月も周りほどは、朔を疎ましく思っていなかったという。

        「けど、事件が起こった日は、アナタとアナタのお母さんだけが、神社にいたのね？」

        「ああ……多分」

        　自信なさそうにつけ足すと、秋眞の生首が大きな溜め息をついた。

        「ンだよ、多分って。頼りにならねーなぁ」

        「……仕方ないだろう。僕は寝ていたし、仮に誰かが侵入してきたとしても、気づけるわけがない」

        「ンだぁ？　そもそもあの神社、ンな簡単に侵入できンのかよ？」

        「家に入るには、社から廊下を渡ってくるか、自宅の玄関か裏口、もしくは庭からも出入りができる」

        「ハーン……そンだけ侵入口があるってことは、当然セキュリティも固ぇんだろうなぁ。無断で入ろうとすっと、地面から槍が飛び出たりすンのか？」

        「……それは家じゃなくて、忍者屋敷と呼ぶんじゃないかい？　セキュリティなんてないよ。だから、まあ……入ろうと思えば、誰でも入れる」

        「あああ？　お気楽な家だなぁ、オイ！　刺客が集団で攻めてきたらどうすンだよ？」

        　普通に暮らしていれば、刺客が集団で攻めてくることはまずないだろう。そもそもそんな状況下にいるのなら、セキュリティの問題ではなく、住処を変えるべきだ。

        　そう思ったが、ツッコむのもバカバカしかったので、天志はあえて何も言わなかった。

        「現場の状況はわかったわ。それじゃ、関係者の記憶を弄まさぐってみましょうか」

        「……誤解を招くような言い方をするな」

        　面倒だと思っていても、理々にはきちんとツッコミを入れてしまう。いつの間にか身についてしまったようだ。

        　奇妙な癖に頭を抱える天志の横で、秋眞は嬉々としながらアブノーマル・ヴァキュアス・ディスクを選び始めた。

        「とーぜん、最初は刑事サンのだな。オレが女を殺してねぇなら、やったのはコイツしか……」

        「ちょっと待て」

        　その選択に、天志は厳しい表情で身を乗り出した。

        「僕はまだ、アンタの言うことを信じたわけじゃない。本当に母さんを殺していないなら、アンタの記憶映像を先に見せてくれ」

        「なーんでオレが、テメェに命令されなきゃ……」

        「現場の明かりが消えた時、アンタ、焦った、って言ったけど、本当は、母さんを殺すチャンスだと思ったんじゃないのかい？　アンタは無抵抗な人間を、ただ殺すことしか考えていないんだろう？」

        　天志の言うことは最もである。

        　連続殺人犯・雨城秋眞は、四年間、さまざまな犯罪計画を実行し、多くの人間を死に追いやってきた。その精神は異常というほかない。

        　しかし、この責め立てに、怨霊は顔色を一変させた。

        「……犯罪のは・の字も知らねぇガキが、オレの何を知ってるっつーンだよ」

        　突然の豹変に、天志は思わず身構える。心臓を貫くような冷たい視線に見据えられ、顔を逸らすことすらできなかった。

        　秋眞の生首は、挑戦的な笑みを浮かべる。

        「……ハ。いいぜ、ガキ。そこまで言うなら、テメェのお望み通り、オレの記憶を見せてやるよ」

        　何やら、天志の言葉は、連続殺人犯のプライドを刺激してしまったようだ。

        　秋眞は畳の上で回転し、理々に向き直る。

        「聞いた通りだ。最初の記憶映像は、この雨城サマにしてくれ」

        「……いいでしょう」

        　理々が、名指揮者のように、優雅に片手を振る。その動きに合わせ、天志が和室に運んできたＡＶの中から、一枚のケースが浮かび上がった。

        　いつも通り、ディスクが本体にセットされ、壁の奥から液晶画面が現れる。

        （……今さら、だけど……）

        　天志は小さく息を飲む。

        　まさか、母が亡くなった事件を、この目で見ることができるとは思わなかった。

        （必ず……真相を掴む……！）

        　そう心に誓い、天志は、雨城秋眞の記憶映像に、全神経を注いだ。

        　

        　

        　4月17日　AM　1:35　雨城秋眞

        　肺が焼ける。喉がかすれる。地を蹴りつけ、息を吐き出すたびに、身体が燃えるように熱くなる。

        　逃げる。逃げている。このオレが。

        　ついに、追い詰められている。

        『……ククッ』

        　つい、笑いが漏れる。自嘲なのか、オレをここまで追い詰めた警察への賞賛なのか、自分でもよくわからない。

        　ただ、異様に気分がいい。

        　さあ、逃げろ逃げろ。

        　このまま捕まるかどうかを賭けて、最後に一勝負するのも面白い。

        『……ん？』

        　視界の脇に、明かり。こんな真夜中に？

        　あれは――――神社か。

        『……ハ』

        　再び、笑いが漏れる。神の住まう聖域で、最後を迎えるのもまた一興か。

        　歪む口元を押さえられないまま、神社に飛びこむ。

        　中には、赤と白の着物を着た女が一人、いるだけだ。

        『あ……あらあら？　……どちら様でしょう？』

        　女は悲鳴をあげることもなく、首を傾げている。ずいぶん能天気なヤツだ。

        『参拝者に見えンのかよ？』

        『いえ……あ、もしかして、道に迷われた、とか？』

        『ハァ？』

        　バカじゃねぇのか、コイツ。能天気にもほどがある。

        『……っ！』

        　ピリッ、と全身に静電気が走ったような感覚が走る。

        　オレが神社の入り口に目を向けるのと、正木が飛び込んでくるのは同時だった。

        『ンな、殺気尖らせてちゃ、犬だってアンタの気配に気づいちまうぜ、刑事サン』

        　胸ポケットから銃を取り出し、正面に向ける。正木も、神社に入ってきた時から、リボルバーを構えていた。

        　ああ、そうだ、これだ。この瞬間がたまらない。

        　血が湧き立つ。身体が奮える。

        　焼けつくような危機感が、「生きている」と実感させてくれる。

        　これだから、犯罪者はやめられない――――。

        『もう逃げられない。速やかに投降しろ。……なんて要求に応じるやつじゃねぇよな、雨城ちゃんは』

        『わかってンなぁ。サスガ四年間も、オレを追っかけ回してくれたくれただけはある』

        『だが、もういい子は家に帰る時間だ。鬼ごっこはそろそろ終わりにしてくれ。おじさんは、もう体力の限界なのよ』

        『引退すれば？』

        『きみを、とっ捕まえたあとにね』

        　……正木はオレよりも、女のことが気になっているようだ。目が泳ぐ泳ぐ。どんな時でも、一般市民の安全を考える。やっぱりこの人は腐っても刑事サンか。

        　さて、どうすっか。このまま女を人質に、この場を離脱してもいい。だがもうすぐ、警察の応援も到着する。逃げてもムダか。それでも、抵抗もせずに捕まるのはつまらない。

        　ああ、楽しい。愉たのしい。

        　つい、口元が緩んでしまう。正木が警戒の色を強めて、睨んできた。その殺気すら心地良い。

        　銃の引き金に、わずかに力を入れた、その時。

        　――――黒。

        『っ!?』

        　なんだ。何が起こった。

        　何も、見えない。聞こえない。感じない。

        　いや、違う。落ちつけ。音は聞こえる。女と正木の息づかい。足裏と床がわずかに擦れる音。

        　銃を握る感覚も、確かにある。

        　これは、そうだ。暗転。停電。電気が消えてンだ。

        　まずい。いきなり暗闇に落ちたせいで、目が慣れていない。今、飛びかかってこられたら、どうしようもない。

        　逃げるにしても、唯一の出入り口の前には、正木がいた。暗闇とは言え、素通りさせてくれるほど、アイツは甘くない。

        　くそ、早く慣れろ。目を凝らせ――――。

        『危ない！　ふせろ！』

        　正木の、声。

        　危ない？　伏せろ？　オレ――――のわけがない。女に言ったのだろう。

        　あの女を伏せさせるということは、銃を撃つ気か。こんな闇の中で？　いくら身を低くしていたとしても、流れ弾が当たる可能性がないわけじゃない。正木はンなこともわからねぇのか。

        　だが、もし撃つなら、オレだってじっとしてるわけには――――。

        　

        　パシュッ。

        　

        『っ!!』

        　なんだ、今の、音は。

        　銃声ではなかった。だが、どこかで聞いたことがある。

        　頭の奥で、警鐘が鳴り響く。危険が迫っている。焦りが募る。

        　撃て。撃て。――――撃て！

        　

        　ガゥンッ!!

        　

        　……………………。

        　………………。

        　…………。

        　やっちまった。

        　殺しの感覚が、直接伝わってこない銃でもわかる。人の気配が消えた。

        　正木は、死んだか…………。

        　くそ、くそ、くそくそくそくそ畜生……！　なんだ、これは。計画も、計略も、駆け引きも、高揚も、何もねぇ。

        　このオレが、こんなにも無意味な殺人を、やっちまうなんて……。

        　…………。……くそ。

        　こうしていても仕方ねぇ。明かりの電源はどこだ。

        　……ああ、これか。

        　――――白。

        『……あ？』

        　……なんだこりゃ。どうなってんだ。

        　正木は、やはり、オレに胸を撃たれて死んでいる。それはいい。

        　だが―――――どうして、女まで死んでいる？

        　うつ伏せに倒れ、床には凄まじい量の出血。これは、背中から撃たれたのか。弾は貫通してる。

        　……あの暗闇の中で撃たれたのか？　だが、一体誰が……？　どうやって……。

        　――――遠くから、犬の遠吠えのような音が、聞こえた。

        　4月17日　AM　1:45　雨城秋眞

        　

        　

        「そら、見さらせー！　やっぱりオレは、女なんざ撃ってねぇじゃねぇか！」

        　得意げな叫びに、天志は歯噛みするしかない。

        　まず秋眞は、銃を正面に向けて一発しか撃っていない。当然、銃声も一発分だけだ。これは正木刑事を射殺した時のものだろう。

        　そして、もうひとつのポイントは、秋眞が那月の横にいたという点だ。記憶映像の最後で、那月は背中から撃たれていたことが判明している。

        　秋眞が那月の背中を撃つには、彼女の後ろに回り込まなければならない。

        　しかし、暗闇に戸惑っていた彼に、そんな動きは見られなかった。

        「どうして……」

        「ダハハハ！　まあ、アレだな。人生なかなか、テメェの思い通りにはいかねぇってことよ！」

        　秋眞の髪が手をかたどり、背中をぽんぽん、と叩いてきた。天志は拳を握りしめるしかない。

        「くそ……雨城秋眞のくせに……」

        「オオオイ！　なんだそりゃあ！　有無を言わせず、オレの存在全否定!?」

        「……アナタ達、コンビとしてやっていけるんじゃなくて？」

        　よりによって、理々にツッコまれてしまった。しかも、銀の目には、同情に近いものが浮かんでいる。

        「三千堂！　切なくなるからそんな目で見るな！　こんな海藻頭と組むわけないだろう！」

        「海藻頭あああ!?　テメェ！　何をどうすればオレの印象がそうなるのか、二十文字以内で説明しろやァァ!!」

        「やかましいわよ」

        「ンガッ！」

        「ぐっ!?」

        　なぜか天志まで、理々に頭を蹴られてしまった。相変わらず、ヒールの踵の威力は強烈である。

        　これ以上、蹴られるのはごめんだったので、天志も秋眞も渋々、争いを休戦した。

        「……つか、思ったんだけどよ」

        　真面目な表情に戻った秋眞が、おもむろに口を開く。

        「この映像だけで、犯人、わかったんじゃねぇ？」

        　驚愕の発言に、理々が面白そうな顔をした。

        「言ってごらんなさい」

        「電気が消えたあと、刑事サンが「ふせろ！」って叫んでたろ？　あの声で、女はパニックになった。神社の奥に続く廊下へ逃げようとして、刑事サンの方に背を向ける。で、その背中を、刑事サンが撃ったってワケだ」

        　確かに、そう考えれば正木刑事は、那月を撃てたかもしれない。だが、刑事が一般市民を射殺する理由などないはずだ。

        　天志は、怨霊の首をジロリと睨む。

        「……もし母さんが、アンタの方に背を向けていたら、アンタにだって、母さんを撃てたじゃないか」

        「だあああから！　オレは刑事サンの方にしか、撃ってなかっただろうが！」

        　ギリギリと、天志と秋眞は再び睨み合う。

        　それに、謎と言えばもうひとつ。銃声が一発しか聞こえなかったという点だ。

        　一発の銃弾で二人の人間が死んだ――――この点が、今回の事件の最大の難所となっている。

        「ン？　待てよ、銃声といやあ……」

        　ふと、何かを思い出したかのように、秋眞は目線を斜め上へ向けた。

        「……ああ、そうだ。オレが撃つ前に、なンか、変な音聞いたな」

        「確かに、何か聞こえるわね」

        　振り返ると、理々が記憶映像を巻き戻し、ちょうどその場面を再生していた。

        　秋眞が引き金を引く、数秒前。「パシュッ」という、どこか気の抜けた音が聞こえる。天志には、聞き覚えのない音だ。

        　だが、秋眞はしきりに首を――――首しかないが、ひねっている。

        「なーンだっけなぁ……どっかで聞いたことあンだよなあ……」

        　しばらく唸っていたが、どうしても思い出せないらしい。しまいには、触手のように伸びた髪が、苛々と畳をむしり始めてしまった。

        「ひとまず、音の件は置いておくとして……次は、白井那月の記憶映像を視聴してはいかが？」

        「あンでだよ？」

        「彼女がどこに背を向けていたかで、射殺できる人物は限られてくるでしょう」

        　理々の提案に、秋眞は納得したようだった。しきりに頷いている。次に視聴するＡＶは決まったようだ。

        （……母さんの記憶、か。見たいような、見たくないような……）

        　どうにも複雑な感情が、天志の中で渦巻く。

        　正直に言えば、怖いのだ。どれだけ強靭な心の持ち主でも、親が命を奪われる瞬間など、目撃したくはない。

        　だが、協力すると決めたのは自分だ。

        　覚悟を決めるしか、ないのだろう。

        「……………………」

        　それにしても――――と、天志は思う。

        　何やら、今日の理々は、いつもに増して親切だ。自分が依頼に来た時とは、明らかに態度が違う――――ような気がする。

        （……なんだか、ちょっと……）

        　眉をひそめたが、その先を言葉にする前に、白井那月の記憶映像が始まってしまった。

        　

        　

        　4月17日　AM　1:35　白井那月

        　……これで、よし、と。

        　身体は清めた。巫女衣装も着た。祭壇も用意した。

        　大丈夫、きっと上手くいく。

        　あの子のためにも、失敗は許されない。

        『さて、あとは……えっ？』

        　視界の隅に、影。

        　社の入り口を向くと、男の人が一人。わかめのような髪に、黒いジャンパー。怖い目つき。

        　……知らない人だ。

        『あ……あらあら？　……どちら様でしょう？』

        『参拝者に見えンのかよ？』

        『いえ……あ、もしかして、道に迷われた、とか？』

        『ハァ？』

        　……怒らせた？

        　心がざわつく。身体が思うように動かない。

        　――――怖い。

        　なぜだろう……この人が怖い。

        　突然、男性が、ものすごい勢いで、社の入り口を睨みつけた。同時に、今度は灰色のコートを着た、別の男性が入ってくる。

        　こちらも……知らない人だ。

        『ンな、殺気尖らせてちゃ、犬だってアンタの気配に気づいちまうぜ、刑事サン』

        　二人は、手に何かを持っている。黒い、銃のような……。

        　……銃？

        『もう逃げられない。速やかに投降しろ。……なんて要求に応じるやつじゃねぇよな、雨城ちゃんは』

        『わかってンなぁ。サスガ四年間も、オレを追っかけ回してくれたくれただけはある』

        『だが、もういい子は家に帰る時間だ。鬼ごっこはそろそろ終わりにしてくれ。おじさんは、もう体力の限界なのよ』

        『引退すれば？』

        『きみを、とっ捕まえたあとにね』

        　……どうして？

        　どうして。どうして。どうして。

        　銃を持った。男の人が。二人。突然。入って。きて。銃を。撃つ。撃ったら。撃たれたら。死んでしまう。

        　キケン。きけん。危険。

        　ああ、そうか、怖いはずだ。

        　この人は、この人達は、危険なんだから……！

        　――――黒。

        『っ!?』

        　なに……？　見えない。電気が、消えた？

        　……大丈夫。落ちついて。

        　あの人達は、銃を持っていた。銃は、人を撃つ道具。撃たれたら、死んでしまう。

        　だったら、自分はここを動くわけにはいかない。これ以上、社の奥に進ませてはならない。

        　この先には、あの子がいる。

        　約束したのだから。あの子は、必ず守る。

        　守りたい。

        　守ってみせる。

        『危ない！　ふせろ！』

        　心が、静かだった。

        　大丈夫。何があっても、わたしは大丈夫のはず――――。

        　瞬間。背中に、熱。

        『えっ……？』

        　口の中に、鉄の味が広がる。これは……血？

        　身体中の力が抜けていく。立っていられない。

        　背中が、熱い。痛い。息が、できない。

        　……撃たれた。どうして……？　わたしは、大丈夫なはずなのに。

        『あ……』

        　そうか。そういうことか。なんだ。それじゃあ、準備なんて、いらなかったんだ。

        　もう、移ってくれたんだね。

        　

        　ガゥンッ!!

        　

        　倒れると同時に、何か、大きな音が聞こえた。……けれど、もう、心配はないはず。

        　わたしの願いは、叶ったのだから。

        『ありがとう……』

        　赤。赤。赤。黒――――――。

        　…………。

        　………………。

        　……………………。

        　4月17日　AM　1:45　白井那月

        　

        　

        「……な、んだ、これは……」

        　天志の問いに、秋眞も理々も答えられなかった。

        　那月の考えていることが、何一つとしてわからない。銃を持った秋眞と正木刑事を、危険と判断しながらも、何やら確固たる意思で、その場を動こうとしなかった。

        　撃たれた後は、「ありがとう」などと呟いている。

        （どういうことだ……？）

        　何に対しての、もしくは、誰に対しての感謝なのか。

        （……わからない）

        　ただ、ひとつだけ、わかることがあるとすれば――――。

        「白井那月が、ずっと考えている「あの子」って……アナタのことじゃなくて？　天志」

        　こちらの心を読んだのか、偶然同じことを考えていただけか。理々が、天志の思考を代弁してくれた。

        　十中八九、否、確実に天志のことであろう。

        　那月は、死の直前まで、自分より息子の身を案じていたのだ。

        （母さん……）

        　こみ上げてきそうになった涙を、天志は慌てて押さえる。

        　いっそのこと、泣いてしまった方がよいのかもしれないが、理々や秋眞の前で涙を見せるのは、さすがに抵抗があった。

        「あー……コレ見る限り、女は、オレにも刑事サンにも、背中を向けてねぇみてーだなぁ？」

        　感傷に浸る天志にはまったく関心を示さず、秋眞はじっと、テレビ画面を見据えていた。髪の毛でリモコンを操作し、何度も映像を巻き戻している。

        「……てかよ、この女、会った時から能天気なヤツだと思ってたけど……拳銃持った男達がいンのに、ここまで落ちついてンのはおかしくねぇか？」

        「確かに……ずいぶん、度胸のある女性ね」

        「なーんか、銃で撃たれても大丈夫、みたいなことも言ってるしよ。オイ、ガキ。テメェの母親は銃弾も効かねぇ鋼鉄製か？」

        「そんなわけあるか！」

        　全力でツッコむと、秋眞は弾かれたように笑いだした。彼自身も、そんなわけがないと、わかっていたのであろう。

        　ともあれ、誰が那月を撃ったかに関しては、結局、わからないままとなってしまった。

        「……それどころか、さらに謎が増えてるぞ。母さんは、誰にも背を向けていないこと。そして、撃たれる直前の、母さんの言動……」

        「もうひとつ、おかしな点があるでしょう？」

        「えっ？」

        　思わず振り返った天志に対して、理々は呆れたように首を横に振った。

        「相変わらず、鈍いわね。……そもそも、アナタのお母さんは、一体この場所で、何をしていたのかしら？」

        「……どういうことだい？」

        「怨霊さんのＡＶを見た時から、不思議だとは思っていたのよね。事件発生時刻は、深夜一時過ぎ。そんな夜遅くに、アナタのお母さんは神社の社で、しかもわざわざ巫女姿にまでなって、一体何をしていたのかしら？」

        　理々に問われ、天志は目を見開いた。

        　そうだ、よくよく考えてみれば確かにおかしい。

        「映像の最初の方で、身体は清めた、祭壇も用意した、って言ってるわね」

        「……もしかして……。……何かの、儀式の準備をしていたんじゃないか？」

        　天志自身は、神主の仕事に携わったことはない。しかし、前神主の祖父から、儀式や神主の仕事について、様々な話を聞いていた。

        　それでも、母が何の儀式を行おうとしていたかまでは、わからない。そう言うと、理々が含むような笑みを浮かべた。

        「ねぇ、天志。アナタのお母さんって、ちゃんとした巫女さまだったのかしら？」

        「いや……衣装は元々、神社に置いてあっただけの物だし。正式な巫女ではなかったと思うけど」

        「ああ、やっぱりね。どうりで不思議な儀式の方法だと思ったわ」

        「……どういうことだい？」

        　口ぶりだけ聞くと、理々は、那月が儀式を行おうとしていたことは、最初からわかっていたようだ。

        　神の白い指が、困ったように自分の頬を撫でる。

        「正式な形とはずいぶん違うから、最初は気づかなかったけれど……わかったわ。アナタのお母さんが、何の儀式を行おうとしていたのか」

        「…………」

        「あれはきっと――――」

        「ンなことは、どうでもいいじゃねぇかよ」

        　すると、理々の推理は、秋眞の苛立った言葉に邪魔されてしまった。

        「今、大事なのは、あの女が、オレにも刑事さんにも背を向けてなかった、ってことじゃねぇか。女が何をしてたとか、どーでもいいってんだよ」

        　冷たい口調に、天志は思わずカチンときてしまった。

        「アンタ、そういう言い方っ……！」

        「依頼人がどうでもいいと思うなら、いいわ。白井那月が何をしていたかは、考えないことにしましょう」

        　怒鳴りかけたが、今度は理々に遮られてしまった。タイミングを失い、天志は渋々、口を閉じる。

        （……でも、もしかすると……）

        　秋眞は少々、焦っているのかもしれない。

        　すでに、二十分間の記憶映像を見てしまった。残されたＡＶ視聴時間は、十分間のみ。

        　最後の正木刑事の記憶だけで、本当に事件の真相を掴めるのか、天志も不安を覚えずにはいられない。

        （……まあ、それはちょっと置いておくとして）

        　もうひとつ、気になることがある。

        　やはり、理々は少々、秋眞に肩を持ち過ぎな気がして、ならないのだ。依頼人の肩を持つのは当然なのだが、どうしても違和感をぬぐえない。

        「……あら。なあに？　天志」

        　責めるような視線を送ってみるが、理々は相変わらず余裕の笑みを浮かべるだけである。

        「……いや、別に」

        「アタシが、怨霊さんにばっかり優しくするものだから、スネちゃったのかしら？」

        「違う！」

        「お。なんだ、ガキ。いっちょまえに、嫉妬か？」

        「違う!!」

        　畳を拳で叩き、天志は頭を横に振った。

        　今は理々の態度など、気にしている場合ではない。この事件の真相を掴むことが先決だ。

        （記憶を見れば見る程、謎が増えていっている気もするけど……）

        　最後に残されたのは、正木刑事のＡＶＤ。

        　嫌な予感がしつつも、見る以外に選択肢はなかった。

        　

    

    
        三章　揺らめく影

        　

        　

        　4月17日　AM　1:35　正木浩介

        　ついに、追い詰めた。四年間追い続けた、史上最悪の犯罪者。

        　もう四十近いというのに、この男を捕まえるためだけに、ずいぶんと無茶をした。

        　しかし、その苦労も、やっと報われる。今夜で、全てが終わる。

        『しかし……ちょいと、まずかったか』

        　ヤツを目にした瞬間、思わず、持ち場を離れて飛び出していた。上司の怒声が、いまだ耳に残っている。

        　だが、今さら引き返せない。

        『頼むから、もうちっとだけ、もってくれよ……』

        　さすがに、この歳になって全力疾走はきつい。今にも、肺が破れそうだ。

        　だが、この辺りは特に入り組んだ路地もなければ、大通りへ抜けられるような道もない。

        　逃がすものか。

        　連続殺人犯・雨城秋眞は、必ず、俺の手で捕まえる。

        『っ！』

        　なんだ？　あいつ、急に右に曲がった。一体どこへ――――。

        『……おいおい』

        　ここは、神社か。逃げ込むにはいい場所かもしれないが、どういうわけか、明かりがついている。

        　時刻は深夜一時過ぎ。まだ中に人がいるのか。それとも、ここへ逃げ込むことも、やつの計算の内か。

        『……くそっ』

        　どちらにしろ、追うしかない。

        『銃は、抜きたくなかったんだがなぁ……』

        　中に一般人がいれば、やつが人質に利用する可能性は、充分考えられる。対抗手段として、こちらも拳銃は必要だ。

        　神社の社から、わずかに話し声がする。雨城以外にも誰かがいるらしい。共犯者か、一般人か。できたら、前者であってくれ。

        『……っ！』

        　社に突入した瞬間に、状況が飲みこめた。やはり嫌な予感というのは、大抵当たるものだ。

        　雨城と話していた女性は、明らかに怯えの目をしている。よりによって一般人。一体、どれほどの人を巻き込めば気が済むんだ、この殺人鬼は。

        『ンな、殺気尖らせてちゃ、犬だってアンタの気配に気づいちまうぜ、刑事サン』

        　俺が銃を構えると、雨城もこちらに銃を向けてきた。

        　とにかく今は、女性を危険にさらさないことが先決。

        　この男の、どこまでが計算なのかはわからないが、さすがに躊躇ちゅうちょなく俺を撃ち殺すことはしないだろう。犯罪の駆け引きを楽しむ雨城が、ただ引き金を引くなんてことは、ありえない。

        『もう逃げられない。速やかに投降しろ。……なんて要求に応じるやつじゃねぇよな、雨城ちゃんは』

        　とりあえず、今は応援が来るまで、時間稼ぎをするしかない。

        『わかってンなぁ。サスガ四年間も、オレを追っかけ回してくれたくれただけはある』

        　女性は、突然のことに驚愕して動けないようだ。

        　当然の反応だが、俺としては、今の内に逃げ出してほしい。背後には窓も廊下もあるのだから、どちらかから、脱出してくれないだろうか。

        『だが、もういい子は家に帰る時間だ。鬼ごっこはそろそろ終わりにしてくれ。おじさんは、もう体力の限界なのよ』

        『引退すれば？』

        『きみを、とっ捕まえたあとにね』

        　まだか。応援は――――。

        　自分で隊列を外れておきながら、助けを急かす図々しさは自覚している。

        　だが、今はそんなことを言っている場合ではない。

        　全身から冷や汗が噴き出す。銃を持つ手も、痺れてきた。

        　このままでは、ちょっとした弾みで、俺の方が引き金を引いてしま――――黒。

        『っ!?』

        　どうした。何が起こった。

        　暗闇――――停電？　こんな時に。

        　いや、ありえない。ここまでタイミングよく、明かりが落ちるはずがない。これも雨城の仕業か。

        　やはり、ここに逃げ込んだこと自体が、やつの計算だったのか。

        　だが、あの女性の怯える姿に、嘘はなかったはず。

        　とにかく、まずは彼女の安全確保を――――。

        『……っ!?』

        　なんだ、あれは……？

        　――――光？

        　位置から考えて、おそらく、女性の背後にあった窓。その奥で、淡い光が小刻みに揺れている。金属か何かが、月の光を反射しているような――――。

        『……!!』

        　息を、飲んだ。

        　これは、刑事としての直感。長年の経験が、警報を鳴らす。

        『危ない！　ふせろ！』

        　どうして、なぜ。混乱だけが頭をかき回す。

        　これも雨城の計画なのか？

        　だが、なぜ。なんのために――――。

        　

        　ガゥンッ!!

        　

        『がっ……!?』

        　熱い。胸が、焼ける。

        　熱い。熱い。熱い。――――痛い。

        　気がつけば、世界が、横向きになっている。胸が燃えるように熱く、呼吸もままならない。

        　……撃たれたのか、俺は。

        　いや、俺のことはいい。

        　あの女性は、どうなった……？　死ぬのは、彼女の安全を確かめてからでいい。俺は、警察官なのだから。

        　だが、身体に力が入らない。指一本すら、動かせない。

        『…………』

        　かすかに、人の気配は感じる。しかし、それが雨城なのか、あの女性なのか、わからない。

        　もしくは、どちらも生きているのかもしれない。

        　なら、ここにいてはいけない。その男は危険なんだ。

        『……逃げ、ろ…………』

        　黒――――――。

        　…………。

        　………………。

        　……………………。

        　4月17日　AM　1:45　正木浩介

        　

        　

        「……終わりかよっ!?」

        　弾かれたように、秋眞が叫んだ。

        　不謹慎だと自覚しながら、天志は心の中で、彼と似たようなことを思ってしまった。

        　最後の希望をかけた記憶映像だったというのに、手がかりになるのかならないのか、どうにも曖昧すぎる。

        　気になった点と言えば、明かりが消えた時に、正木刑事が見た奇妙な光くらいだ。だが、窓の外で揺らめくばかりで、その正体はまではわからない。

        　天志は困ったように眉を寄せながら、理々に振り返った。

        「三千堂、あの光は……」

        「ええ、そうね」

        　と、なぜか問いかける前に、理々は小さく頷く。

        　少女の顔には、勝ち誇ったような笑みが浮かんでいた。

        「あの光で、全てが繋がったわ」

        「えっ？」

        　天志は思わず身を乗り出し、秋眞の首も器用に後ろへ振り返った。二人の期待に満ちた視線を受け、理々は小さく肩をすくめる。

        「怨霊さんはともかく、平和な日常を生きる天志には、あの光の正体がわからないかもしれないわね」

        　ひとつ呼吸を置き、理々は告げた。

        「あれは――――狙撃よ」

        「……そ、げき……？」

        　一瞬、天志の頭の中で、その文字が正しく変換されなかった。

        　だが、事件の状況を考えれば、おのずと正しい形は見えてくる。

        　そげき――――狙い、撃つこと。

        「……狙撃だって!?」

        「あああっ！」

        　天志の驚愕の声と、秋眞の突然の絶叫が重なった。何事か尋ねる前に、秋眞が怒濤の勢いで喋り出す。

        「思い出したあああーはっはっは！　そうだ！　どうりで、どっかで聞いたことあると思ってたンだ！　でも俺は、アレを使うの嫌いだしなぁ！　ああ、そうか、そうか！」

        「おい。なんだよ。どういうことだ？」

        「アレだ！　オレの記憶映像の時に聞いた、あの変な音！」

        　言われて、天志は秋眞のＡＶの内容を思い返す。確か、彼が銃を撃つ前に「パシュッ」という、どこか間の抜けた音が聞こえていたはずだ。

        「そうよ、ソレソレ！　それな、銃にサイレンサーを付けて撃った時の音だ！」

        「じゃあ……あの夜、神社の外から、誰かが母さんを、サイレンサーの銃で狙撃したっていうのか？」

        「そーなるんじゃね？」

        「で、でも、母さんと正木刑事は、サイレンサーで撃った時の音なんて、聞いてなかったじゃないか」

        「元々、銃声を極限まで押さえる役目をするのが、サイレンサーよ。二人の聴覚では聞きとれなかったのでしょう。でも……怨霊さんにだけは聞こえていた」

        「最強の犯罪者ってのは、頭脳だけあってもダメだ。目や耳もよくねぇと、生き残れねぇからなぁ」

        　天志は息を飲む。

        　二人にここまで言われては、反論の余地がない。

        （それじゃあ、まさか……）

        　事件は、ここへ来て急展開を見せた。

        　窓の外に、サイレンサーで狙撃してきた者がいる。十中八九、その人物が、白井那月を撃ち殺したと考えていい。

        　十六年前の事件には、四人目の事件関係者がいたのだ。

        「…………待てよ」

        　そこまで考えたが、天志はすぐに脱力した。

        「それじゃあ……もう、どうしようもないじゃないか」

        　理々に、厳しい視線を向けられたような気がしたが、天志の口は止まらない。

        「事件は、十六年前に終わっている。情報は、もうないんだ。今さら、事件現場にいた四人目の人物なんて……わかるはずがない」

        　秋眞の記憶力も限界であるので、これ以上は、アブノーマル・ヴァキュアス・ディスクの視聴もできない。

        　天志は溜め息をつき、すでに黒画面となっているテレビに、向き直る。

        　失敗してしまった。

        　結局、母を殺した人物は、わからないまま――――。

        　

        　ザグッ!!

        　

        「いっ――――!!」

        　背中に、刃物でも突き立てられたかと思った。それほどまでの激痛が、天志の身体に走る。

        　うめきながら振り返ると、理々が宙に浮き、赤いヒールの踵で背中を踏みつけてきていた。

        「おっ？　なんだ、なんだぁ？」

        　秋眞が興味深そうに、二人を見比べる。怨霊の視線など意に介さず、白い神様は、目を吊り上げた。

        「アナタの悪い癖よ、天志。自分の中だけで、勝手に事件を完結させてしまうのは」

        「……っ！」

        　思わず、言葉に詰まった。そのまま、理々に突き放されるように、ヒールで蹴り飛ばされる。

        　唖然としていると、理々は先程とはうってかわり、優しげな笑みを浮かべた。

        「いいこと？　アタシ達は、もう必要な分だけの手がかりを得ているの。この事件が何十年前に起こったものだろうと、これ以上、情報は必要ないわ」

        　理々がさらに顔を近づけてきたので、慌てて彼女の肩を押さえる。天志はひたすら狼狽するが、理々はお構いなしだ。

        「ハーン……調教の仕方を心得てンよなぁ。厳しくあたった後は、必ず甘くするってか。こりゃ、ガキが落ちンのも、時間の問題かもなぁ……」

        「か、感心してる暇があったら止めてくれよ！」

        「ま、大人しくしとけって。……そのカミサマ、なンか今から重要なこと、言いそうだしよ」

        　肯定、という意味なのか、理々が優雅な笑みを浮かべる。天志との顔の距離は、ほとんど零に等しい。

        「さ、三千堂っ……」

        　顔を赤くする天志の耳に、女神は囁く。

        「話は簡単よ。十六年前のあの時、あの場所にいて、銃を持っていた人物が、白井那月を殺したの」

        「だ……だから、銃を持っていたのは、雨城秋眞と、正木刑事だけだろう？」

        「本当に？」

        　試されるような言葉に、天志の動きが止まる。理々を押し返すことすら、一瞬忘れてしまった。

        　しかし、彼女の言わんとしている真意が掴めない。

        「……どういうことだ？」

        「…………」

        　理々の顔から笑みが消えた、その瞬間。

        　

        　ザグッ！

        　

        「いっ……!?」

        　いつかと同じように、天志の手の甲にヒールが突き刺さった。痛みに悶える天志を、理々は冷たい目で見下ろす。

        「アナタのあまりの鈍感さに、呆れを通り越して、足が出てしまったわ」

        「足の前に言葉を出せ！」

        　痛みに耐えながらも、律儀にツッコむ天志。

        　二人のやりとりを見て、秋眞が爆笑しているが、そこに言い返す気力はなかった。

        「白井那月を、殺すことができたのは誰か……少し考えればわかることじゃない。アナタ、今日は誰のお墓参りに行ったの？」

        「……は？」

        　天志は、口と目を丸くしたまま固まった。なぜ今、そんなことを尋ねられるのか――――。

        　しかし、全てを見透かしてくるような瞳に促され、天志の口は勝手に動く。

        「誰って……母さんと父さんの」

        「もう一人、いたでしょう？」

        「え……」

        「十六年前の明日、死んだのは誰？」

        「――――――」

        　水面みなもの上に、一滴の水滴が落ちるかのように。

        　全てが波紋になって伝わる感覚が、天志の中に広がった。

        「……まさか」

        　十六年前の明日、四月十八日に亡くなった人間。

        　その人間は、那月が亡くなった翌日、銃を使って自殺している。

        　そして、那月の死因も、銃殺。

        　どちらも銃によって、命を落としているのだ。

        「偶然かしらね？」

        　天志の心を読んだかのように、理々が問いかけてくる。

        　彼女の試すような笑みに後押しされ、天志の頭が急速に回り出した。

        「いや、でも……もし、あの人が犯人だったとしたら、さすがに警察が気づくだろう？」

        「どうかしら？　逮捕された雨城秋眞は、連続殺人犯よ。必然的に、疑いの目は、彼だけに向くのではなくて？」

        「ン？　オイ、なんのことだ？」

        　不思議そうな依頼人をよそに、天志は一気にまくし立てる。

        「いやだが、そもそも、あの日、事件が起きる前。神社には、僕と母さんしかいなかった」

        「オイって！」

        「けれど、玄関や裏口、庭からの出入り口があるんでしょう？　入ろうと思えば、誰でも入れる。なら、今、アナタが思い描いている人も、たやすく侵入できたのではなくて？」

        「……っ。それは……。だが、どうして？　なんのために？」

        「オオオイ！　だからなンの話だってんだよ！」

        　ついに、秋眞が痺れを切らした。触手のようにうねる髪で、畳をバシバシと叩く。

        　しかし、理々の返答で、秋眞はさらに息巻くこととなった。

        「……あのね、怨霊さん。事件の真犯人、今、目星がついたところなの。その人のＡＶを見れば、きっと真相を掴めるわ。……でも、アナタに、真犯人を教えることはできない」

        「あああ!?　ンでだよ!?」

        「アナタには、もう支払える代償がないもの」

        　どこか凄みのある理々の笑顔に、秋眞が押し黙った。わずかに息を飲んだようにも見える。飲んだ息が首を通って、その後どこにいくのかは不明だが――――。

        「この店は、記憶力を代償に、記憶映像を見せる。もし、アナタが人間だったなら、その力が空っぽになるまで、ＡＶを堪能させてあげるわ。人は、全ての記憶力を失っても、死ぬわけじゃないから。……死んだ方がマシな状態に、なってしまうかもしれないけどね」

        　理々が微笑むと、天志は思わず総毛立った。

        　これは、前にも見たことがある。心臓をわし掴み、そのままギリギリと締めつけてくるような、不吉な笑み――――。

        「けれど、雨城秋眞……アナタは怨霊。「憎悪」の記憶だけで、その存在を保っている。もし、これ以上、記憶力を失ったら、アナタは「憎悪」の記憶すら忘れて、消滅してしまう。……だから、アナタには、もう支払える記憶力はないのよ」

        　秋眞は、ぐっ、と言葉に詰まる。その様子を楽しそうに眺めながら、理々は銀色の髪を耳にかけた。

        「支払える記憶力を持たない依頼人に、誰のＡＶが真相へと繋がるかは、教えられない」

        「オイ！」

        「けれど……アナタは事件の真相を知りたいのよね？」

        「ったりめぇだ！」

        「なら、天志に依頼を引き継ぎなさい」

        　天志と秋眞は、同時に目を見開いた。顔を見合わせ、すぐに問いかけの視線を理々に送る。

        「今までは、依頼人が記憶力を払えなくなったら、その時点で依頼は強制終了していたけれど、ルールがちょっと変わったの。今度からは、依頼人の記憶力が底をついたら……天志。アナタが依頼人の代わりにＡＶを視聴するのよ」

        「僕が……」

        「そして、見た内容を依頼人に伝えなさい。アナタ達の世界にある、探偵事務所と同じようなものよ。依頼人である怨霊さんの依頼を、探偵である天志が受け、調査した内容を報告する。そうすれば、依頼が強制終了することもないわ」

        「待てーい！　なんで、ンな大事な役目を、このガキにやらせるんだよ。カミサマがＡＶを見て、オレに教えてくれりゃいいだろ？」

        「アタシは、人の記憶映像と、記憶力の取り引きをする神様。取り引き材料のない、アナタのために、アタシがするべきことなんて何もないわ」

        「…………」

        　秋眞はしばらく、何か考えこむように目を閉じていた。

        　やがて、諦めたように小さく息を吐き出す。

        「……なるほどなぁ。そのガキが後で役に立つってのは、こーいうことか」

        「ここでしか役に立たないって、言いかえても構わないけどね」

        　さらりと酷いことを言いながら、理々は天志に向き直った。

        「アナタがバイトとして何をするか……理解したわね？　天志」

        「あ、ああ」

        「怨霊さんも、ご理解できて？」

        「……おう」

        「それじゃ、後は、天志にまかせて、部屋の外で待ってなさいな」

        　秋眞は小さく舌打ちを漏らした。理々に命令されたのが気にくわないのか、天志に任せることが不満なのか。あるいは、両方含まれているのかもしれない。

        　渋々といった感じで、和室の縁側へ移動していく。畳の上を生首が蠢く光景は、何度見ても慣れそうにない。

        　すると、視線を逸らしていた天志の足を、秋眞の髪が軽くつついた。

        「そんじゃ、頼むぜ。天志サマよぉ」

        「……気安く呼ばないでくれ」

        　秋眞のため、というわけでは決してない。天志自身が、事件の真実を誰よりも求めているのだ。

        　冷たいあしらいに、機嫌を損ねるかと思いきや、秋眞はすました笑みを浮かべるだけであった。身体があれば、肩をすくめていたかもしれない。

        　秋眞が縁側に出ると、ピシャリ、と障子戸が閉められ、和室には天志と理々だけが残された。

        「……ただ部屋から出すだけじゃ、記憶映像の内容を、盗み聞きされるんじゃないのかい？」

        「この部屋には結界が張ってあるわ。たとえ、アナタがどれだけやかましい嬌声をあげようと、決して外には聞こえないから、安心なさい」

        　……どうにも安心できない例えである。が、天志はとりあえず口には出さなかった。

        「……僕がバイトになったことで、ずいぶん店の営業方針が変わったんだな」

        「最初は、依頼の解決方法が、店の外での影響を必要とする時だけ、アナタを使うつもりだったけれどね。どうせなら、依頼人の依頼は最後まで受けてあげたいじゃない？」

        「……というのが建前で、僕をこき使いたいっていうのが本音だろう？」

        「あら。アタシの性格、だんだんわかってきたわね」

        　なんの悪びれもなく答える理々。そのまま宙に浮き、天志の首に両腕をかけた。

        「それじゃ……性格だけじゃなくて、身体のことも知ってみる？」

        「ふ、ふざけるな」

        　油断をしていると、すぐこれである。天志に振りはらわれても、理々はケロリとして笑声を弾かせた。

        　天志はごほん、とわざとらしく咳払いをする。

        「それで、三千堂。キミは、本当にあの人が母さんを……」

        「もう怨霊さんはいなくなったんだから、「あの人」の名前を、口にしても良いのではなくて？」

        　促されたが、天志は一瞬、返答に窮してしまった。

        　できることなら、今、頭に浮かんでいる人物が、真犯人でないと思いたかった。

        　真犯人に対して同情しているのではない。

        　この人物が犯人ならば、母が――――白井那月が報われない。

        （なぜ、どうして……理由はわからない。……だが）

        　今までの手がかりを元に考えれば、この人物に疑いの目を向ける理由は、充分にある。

        「真犯人は……」

        「…………」

        「……僕の、祖母――――白井朔」

        　天志が重々しく告げると、理々がその言葉を引き継いだ。

        「アナタのお婆さまは、よく神社に訪れていた。あの事件があった日も、訪れることはできたでしょう。そして、彼女は「呪い屋」としての商売道具に、銃を持っていた」

        「……十六年前のあの時、あの場所にいて、銃を持っていた、三人目の人物」

        「そ。怨霊さんにも、刑事さんにも白井那月を撃てなかった以上、アナタのお婆さまが撃った。それ以外考えられないわ」

        「だが！　祖母には動機がない」

        　すると、理々の目がわずかに細められる。

        「そうね。動機がないなら……元々、殺す気もなかったんじゃなくて？」

        「なに……？」

        　訳がわからない。殺す気がなかったのなら、どうして白井那月は結果的に死ぬことになってしまったのか。

        「白井那月が死亡するに至った理由も、白井朔が娘を撃った理由も、全てはあの日……アナタのお母さんの行動がカギよ」

        　その疑問は、先程も出た。しかし、事件には関係ないとして、秋眞が追求を拒んだのである。

        　理々が話にあげるということは、やはり、関係はあったのだ。

        「それじゃ、怨霊さんに邪魔された話を、再開しましょうか。十六年前の今日、アナタのお母さんが行おうとしていた、儀式について」

        「キミは、何の儀式かわかったって、言っていたよな？」

        　理々は宙に腰かけたまま、足を組み替え、膝を台に頬杖をつく。意地が悪いほど、たっぷりと間をとってから、口を開いた。

        「あれは――――神かみ移うつしの儀式よ」

        「……神移し？」

        「その名の通り、神様を身体に宿している人間が、別の人間の身体に、神様を移しかえる儀式」

        「……それを、母さんが行おうとしていた、と？」

        「ええ」

        「じゃあ……母さんは、僕と同じように、神様を宿していたってことかい？」

        「……まだ気づかないの？」

        　静かに見据えてくる理々の瞳には、責めるような色が浮かんでいる。しかし、天志にはその意図がくみ取れない。

        「いいこと？　神移しの儀式には、当然、神を宿した人間と、神を移す器となる人間が、その場にいなければならないわ」

        「…………」

        「今回の場合、神を宿した人間は、白井那月。なら、神を移す器となる人間は？」

        「…………まさか」

        　――――あの時。

        　秋眞と正木刑事が、神社に乱入し、事件が起こる前。

        　那月と共に神社にいた人物など、一人しかいない。

        「僕、なのか……？」

        　そこまで話が進み、天志はやっと、理々の言わんとしていることを理解し、その事実に愕然とした。

        「じゃあ、まさか。前の事件で……いや、親を亡くして、僕が一人になってしまった時からずっと、僕を守ってくれていた、あの狼の神様は……！」

        「そう――――アナタの中にいる守護神は、元々、アナタのお母さん、白井那月に宿っていたものよ」

        　……言葉が、出なかった。

        　天志自身、自分に宿る守護神の存在を、受け入れることができたのは、つい最近の話だ。

        　しかもその神が、母から受け継いだものであるなど、一体誰が想像するだろう。

        「……だ、だが、どうして……」

        　混乱と驚愕の嵐に飲まれそうになりながらも、天志は頭と舌を回転させた。

        　あの日は、儀式をする前に、秋眞達が乱入してきている。神移しは、実行できなかったはずである。にも関わらず、守護神は天志に宿っている。

        　すると、理々は小さく首を横に振った。

        「アナタのお母さんも、言っていたでしょう？　準備なんて、いらなかった、って。実はその通り。神移しはね、別にそれらしい儀式なんてしなくても、神を宿す者になら、誰でも使える術なのよ」

        　理々は天志を見据え、小首を傾げてみせた。

        「ねぇ、天志。アナタ、神様の使い方を覚えているかしら？」

        「えっ？　……神は、人の願いを叶えないっていう、アレかい？」

        「そ。人が何かを選び、その道を進まんとした時にだけ、そっと手助けをする。何も選ばない人間には、何も与えられない。言いかえればね、神様は人の強い意思に従うだけってこと」

        「人の、強い意思……」

        「アナタのお母さんも、抱いていたでしょう？　息子を守りたいっていう、強い意思を」

        「あ…………」

        「儀式なんかしなくても、それだけで充分。強い守護の意思に従って、白井那月の中にいた神様は、息子のアナタに移ったのよ」

        　天志は、おもむろに自分の胸に手を置く。つまり、あの狼の神様は、母の守護の意思そのものなのだ。

        　それを思うと、途端に胸が締め付けられ、温かいような切ないような、なんとも言えない感覚にとらわれる。

        「……自分の守護神を、息子の僕に移した……これが事件当夜の、母さんの行動の全て」

        「ええ。……そして、その行動が、悲劇を生んでしまったのよ」

        　天志は弾かれたように顔を上げる。

        　いつの間にか、理々の指先には、一枚のアブノーマル・ヴァキュアス・ディスクが浮かんでいた。聞くまでもなく、白井朔の記憶映像である。

        「最後に残った謎は、アナタのお婆さまが、アナタのお母さんを撃った動機よね？」

        「……ああ」

        「その全ての答えが、ここにあるわ。心に相当負担がかかる記憶が、待っていると思うけれど……それでも、見る？」

        「ここまで来て、真相を掴むか掴まないかなんて、聞くまでもないだろう」

        　天志は間髪入れずに、理々の指先で踊るディスクケースを、乱暴に奪い取った。

        　その姿を見て、白い神様は満足そうに微笑む。

        「……それにしても、アナタも物好きね」

        　ＤＶＤレコーダーにディスクをセットしていると、背後から声をかけられた。

        「散々、文句を言ってたくせに、しっかり協力しているじゃない。あの怨霊さんは、アナタのお母さんを事件に巻き込んだ、張本人なのに」

        「……僕は、事件の真相を知りたいだけだ」

        「ふぅん」

        「それより……三千堂」

        「何かしら？」

        　本体がディスクを読みこむまでは、まだ少し時間がある。天志は思い切って、先程から感じていることを、理々に打ち明けた。

        「……いくら依頼人とはいえ……キミはちょっと、雨城に肩を持ちすぎなんじゃないか？」

        　すぐに反論してくるかと思い、身構えたが――――理々は珍しく、驚いた顔のまま、固まっている。

        　やがて、面白いものでも見るかのように、表情を緩めた。口元からは、今にも弾けた笑声が溢れだしそうである。

        「なあに？　天志。アナタ、嫉妬してるの？」

        「ち、違う！　僕はただ……」

        「安心しなさい」

        　理々は雪のように白い手で、銀色の髪をすく。その何気ない仕草に見とれそうになったが、天志は慌てて目を逸らした。

        「アタシ、あの怨霊さんみたいな人、キライなのよね」

        「えっ？」

        「正確に言えば……好んで人を殺す人、かしら。そういう類は、依頼人でない限り、話したくもないわ。だから、さっさと事件を片づけたくて、彼の要望は素直にきいていただけよ」

        　理々は、相変わらず微笑んでいる。だが、その笑顔の奥には、底知れない感情が渦巻いているように見えた。思えば、理々が自分のことを話すなど、初めてかもしれない。

        　天志は慎重に問いかけた。

        「……キミの周りには、好んで人を殺す人が、いたのかい？」

        「どうだったかしら」

        　少女は、相変わらず笑みを絶やさない。しかし、天志はそれ以上質問を重ねられなかった。理々の表情は変わらないが、わずかに拒絶の意思が見えたのだ。

        　これ以上聞いても、はぐらかされてしまうだけだろう。

        「始まるわよ」

        　理々の促しで、天志は弾かれたようにテレビ画面に向き直った。彼女の言う通り、ローディングが終了している。

        　そして、天志にとってもほとんど未知数の存在である――――祖母、白井朔の記憶が再生された。

        　

    

    
        四章　優しき血縁

        　

        　

        　＊＊＊

        　わかるまい。

        　お前達には、わかるまい。

        　世の中には、決して、他人と共有できない感覚があると。

        　幽霊。妖怪。神。怨霊。

        　妖術、祈祷、巫術。そして――――呪い。

        　それらを感じることのできる者と、できない者とでは、生きる世界がまるで違う。

        　感じることのできないお前達は、これらを軽く扱う。

        　だから、知らないのだ。

        　その恐ろしさを。その神聖さを。

        　我々人間ごときが、触れてよいものではないと。

        　中でも――――呪い。

        　これにだけは、触れてはいけない。

        　地上の術で唯一、滅びゆくことなく、永遠に存在するもの。

        　姿を変え、力を変え、居場所を変え、人間を果てしない絶望へ、叩き落としてしまう。

        　呪いをかけた相手だけが苦しむと、誰が言った。

        　呪いをかけた自分だけは安全だと、誰が決めた。

        　呪いは、誰かが不幸になるのではない。誰もが不幸になるのだ。

        　ああ、なんて愚かしい。なんて浅はかな。

        　けれど、なんて――――哀れな。

        　わかっている。

        　誰もが、心の奥底で、恨めしい、妬ましい、と、負の感情を向けるべき相手を持つだろう。

        　人は、人を憎む。当然のことだ。

        　呪術よ。あなたが不滅の存在であるのは、そんな負の連鎖を続けるあたし達を戒めているのか。

        　けれど、それではあまりに不憫。

        　人に、憎しみは持てど、それを叫ぶなと言っているようなものではないか。

        　ああ、ならば――――あたしが贄にえとなろうか。

        　此し岸がんに四散せし、呪術を、この身ひとつに集めようか。

        　あたしは「呪い屋」。

        　人の恨みと憎しみを買う、業ごうの贄にえ。

        　＊＊＊

        　

        　＊＊＊

        『お母さん！』

        　娘が、呼ぶ。

        　振り返れば、いつものように涙ぐんで、あたしの腕にしがみついてきた。

        『行かないで、お母さん！　また、「呪い屋」のお仕事でしょ？』

        『……そう。人を呪いに行くんだよ』

        『違う！　わたし、お母さんが何をしてるか、知ってるもん！』

        　……そうか。この子はもう十歳か。

        　あたしの仕事を、理解できてしまう歳になったんだね。

        『お母さんは、誰にも呪いなんか、かけてないじゃない！　お母さんの使っている呪術は、世の中の「呪い」を自分に集める術でしょ？　それを「呪い」だってウソついて、お客さんの前で見せてるだけでしょ？』

        『…………』

        『いつも持ち歩いてる、ナイフとか銃とかだってそう……。人の命を奪うことのできる凶器は、魔寄せの力がある。「呪い」だって引き寄せる。だから、そんなのを持ち歩いてるんでしょ？』

        『…………』

        『ねぇ、どうして!?　なんでこんなこと、するの？』

        『……誰かがやらないと、「呪い」が永遠にこの世に存在して、人を苦しめてしまうからだよ』

        『でも、でもっ……じゃあ、なんで、お母さんは人を呪ってるんじゃなくて、「呪い」を集めてるだけだって、皆に言わないの？　お父さんも、おじさんも、いとこのヨウちゃんも、ミサお姉ちゃんも、皆、お母さんのこと、人を呪う悪い人だって言ってる』

        『……そうかい』

        『わたしっ……言いたいよ！　そうじゃないって！　お、お母さんは……お母さんは……っ、皆を守るために、一人で頑張ってるって！』

        『――――那月』

        　しゃがみこみ、頭を撫でた。けれど、娘は泣きやまない。

        　十歳になっても、変わらないね。一度泣きだすと、なかなか泣きやまない。あたしも夫も、あやすのに苦労したものだ。

        　けれど、その苦労の分だけ、お前が愛おしい。

        　あたしのために涙を流してくれる、その心の、なんと美しいことか。

        『お前は優しいね。……お前だけじゃない。白井の血筋を持つ人間は、皆、優しいんだ。だからもし、あたしが「呪い」を集めているなんて知ったら、誰かが、あたしの代わりをすると言い出すだろう。別の誰かは、あたしと同じように、「呪い」集めるかもしれない』

        『そうしようよ！　皆でやれば、きっと……』

        『だめだよ、那月。そんなに多くの人が、「呪い」に携わってしまったら、白井の血筋を持つ者、全てが呪われてしまう。お前まで、呪われてしまうかもしれない。そんなことはあってはならない……絶対に』

        『…………。……お母さん』

        　娘が、あたしの服の袖を握ってきた。

        　何があっても離さない――――そんな強い思いが伝わってくる。

        『お母さんは、どうしてそんな風にできるの？　誰かのために、そんなに一生懸命になれるなんて……わたしには、できないよ』

        『……歳を取るとね、自分と同じくらい……いいや、自分以上に大事なものが、たくさんできるんだ。だからあたしは、自分を捨てられる』

        『…………わからない』

        『那月は優しい子だ。……いつか、わかる時がくる』

        　袖を掴む那月の手を、そっと外した。

        　この手は、「呪い」にまみれたあたしを掴む手ではない。いつか、大事なものができた時、それを守るための手だ。

        『いいかい、那月。あたしが「呪い」を集めていることを、誰にも言ってはいけないよ。お母さんとの約束……守ってくれるね？』

        　＊＊＊

        　

        　

        　4月17日　AM　1:35　白井朔

        　ああ、なんてことだろう。

        　ついに、恐れていたことが起きてしまった。

        　あの子は、あたしに一番近い場所にいる。だから、いつかこうなるとは思っていた。

        　那月に、悪霊が憑いてしまった。

        　「呪い」をこの身に宿す、あたしのせいだろう。負の感情が零れ落ち、娘にとり憑いてしまったのだ。

        　こうなる前に、あの子の前から姿を消してしまえばよかった。

        　けれど、あの子の優しさが愛おしくて、思いやりに触れたくて、ずるずるとここまで来てしまった。

        　こうなったからには、あたしが責任を取らなければ。

        　那月にとり憑いた悪霊を――――あの狼を、必ず祓ってやらなければ。

        　あの獣の、あたしを見る目……敵意と殺意が込められた、真紅の瞳。思い出すだけでおぞましい。

        『今、助けに行くからね……那月』

        　ああ、やっと神社が見えてきた。

        　……おかしい。明かりがついている。

        　こんな真夜中だというのに、那月はまだ起きているのだろうか。

        『よわったね……』

        　悪霊は、生き物だ。あたしが正面から乗りこんでいけば、きっと警戒するだろう。そうなれば、何をしてくるかわからない。とり憑いた那月にも、危険が及ぶかもしれない。

        『あの子は、社にいるのか……』

        　ならば、庭の方へ回ろう。そこへ行けば、窓から中を覗ける。

        『……そうだ』

        　電気も、消してしまおう。確か、社の電気は、廊下のスイッチでも操作ができたはず。

        　明かりがなくなれば、那月はしばらく社から出られない。

        『ごめんよ、那月……』

        　悪霊に、気づかれるわけにはいかないんだ。

        　大丈夫、あたしがそいつを祓うまでの辛抱だよ。

        　――――よし。電気は消した。

        　さあ、庭へ。

        『……おや？』

        　那月……巫女の服を着ているね。どうしてこんな真夜中に……？

        　だめだ。あの子は窓を背にして立っている。

        　中の様子がわからない。

        『……っ！』

        　いや、それよりも――――。

        　これは、どういうことだ？

        　悪霊の気配が、薄くなっている。やつが油断しているのか、それとも、ただ単に力が弱まっているだけか。

        　……いや、何にせよ、これは好機だ。

        『那月……動くんじゃないよ』

        　ああ、まさか、銃を我が子に向けることになるなんて。

        　だが、大丈夫。撃つのは、お前にとり憑いている、その狼だけだ。

        　待っていて、那月。

        　今、お母さんが助けてあげる――――。

        『危ない！　ふせろ！』

        『えっ……？』

        　

        　パシュッ。

        　

        　…………え？　……え…………？

        　倒れた。那月が。あたし。が。撃った銃。背中を。撃たれて。

        『え？　ど、どうして、……だって……』

        　あの子には、悪霊がついていたはず。あたしはそいつに向かって撃ったのだ。

        　ほら、那月の傍には、あたしに祓われたはずの悪霊が――――。

        『…………ない』

        　いない。

        　気配を、感じない。

        『そ、そんな……バカな…………』

        　どうして。どうして。どうして――――？

        　…………。

        　………………。

        　……………………。

        　

        　ガゥンッ!!

        　

        『ハッ……！』

        　なんだ、今の音は――――銃声？

        　なぜ、銃声なんて。銃を撃ったのは、このあたし。いや、だが、あたしはサイレンサーを。いや、違う。あたしは撃ってなんか……。

        『……？』

        　遠くから、犬の遠吠えが聞こえる。

        　……いや、違う。これは、パトカーのサイレン。

        　警察？　警察が、来る。なぜ――――決まっている。捕まえるため、銃を撃った。あたしを。だが、違う。違うんだ。あたしは。

        　…………。

        　………………。

        　……………………？

        　ここは……家？　あたしの……。

        　いつの間に帰ってきたんだろう。

        　いや、違う。帰ってきたのではない。

        　逃げ出して、きたのだ。

        　恐ろしくて。

        　自分が犯してしまったことが、恐ろしくて――――。

        『……ああっ……！』

        　やっと、理解した。

        　あたしは、那月を――――娘を、撃ち殺してしまったんだ。

        　許して。

        　許して。許して。許して。許して。許しておくれ。

        　そんなつもりじゃなかった。こんなことになるなんて思わなかったんだ。

        　あたしはただ、お前を守りたくて。

        　悪霊め。娘に憑くくらいなら、あたしに憑けばよいものを。そのまま逆に呪い殺してくれる。

        　ああ、けれど、死んでしまったのは、那月だけだった。

        　どうか、どうか、許しておくれ。

        　――――いいや、許さなくてもいい。

        　許さずに、あたしを罰しておくれ。

        　もう、生きていけない。生きていく力がない。

        　お前を失ってしまったら、あたしにはもう、何も残らないのだから。

        　那月の子は、あたしを恨むだろう。憎むだろう。殺したがるだろう。他の誰よりも、孫に殺意を向けられることなど、あたしにはとても耐えられない。

        　ごめん、ごめんよ、那月。あたしの、娘――――。

        　4月17日　AM　1:43　白井朔

        　

        　

        　天志は、指定した時間を待たず、画面から目を逸らしていた。とてもではないが、これ以上見ていられなかったのだ。

        「……なるほどね」

        　凪の海のように静かな声で、理々が最後に残った謎の紐を、解き始める。

        「アナタのお母さんに宿った狼は、「呪い」にまみれた、アナタのお婆さまを敵と認識した。その強烈な敵意を受けて、お婆さまは、守護神の狼を悪霊と勘違いしたようね」

        「……だが……どうして、銃で撃つなんて……」

        　天志はのろのろと頭を上げる。喉がかすれて、上手く言葉が出てこない。

        　だが、無理にでも言葉を出さなければ、心に開いた穴に吸い込まれてしまうような気がした。

        「お婆さまの判断は、間違っていないわ。人間界にも、「狼男を殺すには銀の弾丸を使え」なんて言い伝えがあるでしょう？　地上に伝わる話なんて、ほとんどが偽りだけれど、これだけは間違っていない。別に相手が狼じゃなくてもいいのよ。獣の姿をした妖怪、悪霊、幽霊、守護霊の類を祓いたいなら、銃を撃つのが一番」

        「じゃあ、もし、母さんに狼の守護神が、宿ったままだったら……」

        「銃に撃たれて死んでいたのは、その守護神だったでしょうね」

        　だが、神移しにより、神様は天志に移っていたため、射殺されたのは白井那月となったのだ。

        　そして、自分の罪を悔いても悔やみきれず、祖母は娘を撃った銃と同じ銃で、自殺した。

        「これが、全ての真相よ」

        　胸を引き裂くような悲しみ。埋めることのできない心の空洞。

        　凄絶なまでの喪失感が、身体中をかきむしる。今さら、こんなことを思ってもどうしようもないが、溢れだす後悔が止められない。

        「……僕に守護神が移ったりしなければ、母さんは死なずに……」

        「天志」

        　鋭い声に、自責を止められた。顔を上げると、白い少女がじっと、こちらを見据えてきている。

        「それも、アナタの悪い癖ね。自分が関わった全ての不幸の責任を、勝手に背負いこむ。……驕りおごが過ぎるんじゃなくて？」

        「…………」

        「白井那月は、アナタを守ろうとした。白井朔は、娘を守ろうとした。強すぎる守護の意思がすれ違い、白井那月死亡という、事実が生まれた。……今回の事件は、ただそれだけ。アナタが背負う荷なんて、どこにもないのよ」

        　……なぐさめて、くれているのだろうか。

        　いや、違う。おそらく理々は、事実を述べているだけに過ぎない。少女の冷静さのおかげで、天志はそれ以上、心が悲しみに傾くのを止められた。

        「……もう、充分だろう」

        「？」

        「祖母は、充分すぎるほど、罪の意識にさいなまれて、自殺したんだ。……これ以上、彼女を追い詰める必要も、……世間に、真実を知らせる必要もない」

        　母を殺した相手だということは、わかっている。だが、あそこまで強烈な後悔の記憶を見せられては、許さざるを得ない。

        　これは人間としての道理か、それとも自分の甘さゆえなのか。天志自身にはわからなかった。

        「けれど……依頼人には、全てを伝える義務があるわ」

        　理々が、おもむろに右手を水平に動かす。タンッ、という渇いた音を立てて、障子戸が開け放たれた。

        　縁側にいた秋眞の首が、待ってましたと言わんばかりに、和室へ転がり込んでくる。

        「おうっ！　で、どうだった？　十六年前の真犯人は、一体どこのどいつだ？」

        「……それは――――」

        　

        　

        　約束通り、天志は全てを話した。

        　白井朔の狙撃。彼女の動機。そして、自殺する寸前まで、娘を殺したことに心を痛めていたこと。

        　天志が説明をする間、秋眞は無言だった。

        　話が終わった後も、いまだに一言も発さない。

        　だが、その口元にはなぜか、笑みが浮かんでいた。慈悲とも同情とも違う、どこか不吉さを感じさせる。そんな微笑み――――。

        （なんだ……？　何か、嫌な予感がする）

        　本当に、真相を伝えてよかったのだろうか。

        　天志の不安に拍車をかけるかのように、理々が説明の補足をした。

        「ちなみに……白井朔は確かに亡くなったけれど、その魂は、いまだ成仏できない自縛霊として残っているわ。死してもなお、殺人の記憶から解放されないのでしょうね」

        　天志は唇を噛んだ。なんとも、やりきれない。やはり罪の記憶というものは、人の心に深い傷を残すのだ。

        　そのことを考えると、やはり天志には、秋眞の精神が理解できない。殺人を重ね、さらには、最後の事件に納得できない、という憎悪を抱いて怨霊として現れた。

        　とてもではないが、同じ人間の心を持っているとは思えない。

        「……っ！」

        　その時。天志の背中に悪寒が走った。

        　秋眞の首が小刻みに痙攣している。

        （な……なんだ？　笑っている、のか……？）

        「白井朔、ね。ありがとよぉ……名前さえ、分かれば充分だ」

        「……何をする気だ？」

        「決まってンだろ？　幽霊だろうがなんだろうが、まだ地上に存在していやがるなら……オレが地獄に落としてきてやんぜぇ!!」

        　天志が絶句していると、秋眞の首が宙にふわりと浮き上がった。今の今まで浮遊をしなかったのは、力を温存していたせいであろうか。

        　しかし、その答えを聞く暇もなく、秋眞は和室を飛び出して行こうとする。天志は慌ててその前に立ち塞がった。

        「ちょ、ちょっと待ってくれ！」

        「あああ!?　事件の真相はわかった。真犯人は割れた。これ以上、一体何を待つってんだぁ？」

        　興奮のせいか、秋眞の目が真っ赤に充血している。怖気の走る姿だったが、天志も今さら引くわけにはいかなかった。

        「もう充分じゃないか。祖母は、罪を悔いている。これ以上、罰は必要ないだろう？」

        　訴えたが、秋眞の表情は変わらない。さらに目を血走らせ、獣のように牙を剥きだした。

        「ああ、罰なんざ必要ねぇ……オレの望みは、復讐だけだ！」

        「ア、アンタはすでに死んでいるんだぞ。今さら、恨みを晴らして、何の意味がある？」

        「意味なんてねぇよ!!　恨みを晴らす！　それが怨霊だ！」

        　瞬間、凄まじい強風に押され、天志は畳に叩きつけられた。

        　それが、秋眞が脇を通り過ぎたことによる、風圧だと気づいた時には、すでに怨霊の首は姿を消している。和室の障子戸が竜巻にでもあったように吹き飛び、障子は破け、梁はりも折れてしまっていた。

        「育ちが悪い怨霊さんね。障子戸くらい、静かに開けられないのかしら」

        「そんなこと言ってる場合か！」

        「どこへ行くの？」

        「雨城を追うに決まってる！」

        　――――と、縁側を跳び超え、走りだそうとしたが、天志はガクリと、その場に膝をついた。

        「なん……だ……？」

        　身体が、重い。

        　まるで、背中を誰かに、押さえつけられているような感じがした。

        　かろうじて動くのは首だけである。天志はなんとか顔を上げ、前を見据えた。

        「……っ！　キミは……」

        　視線の先には、まるで天志の行く手を阻むかのように、あの金色の狼が立っていたのだ。

        　前回とは、少々、雰囲気が違う。肌がチリチリと焼け、背中に冷や汗が流れ出す。

        　これは、怒気だ。狼は何やら、天志に対して怒りを抱いているようである。

        「あらあら。宿主が呼んでもいないのに、出てくるなんて、ずいぶんと身勝手な神様になったものね」

        　膝をつく天志の隣に理々が立つと、狼は警戒するように目を鋭くした。しかし、理々は余裕の表情で、その視線を受け止めている。

        「行くな、って言っているのよ」

        「えっ……？」

        「アナタでは、あの怨霊には敵わないもの」

        「……だからって……どうして、守護神が邪魔を……」

        　そこまで言いかけて、天志はハッとした。以前言っていた、理々の言葉を思い出したのだ。

        　

        『あれは、いつでもアナタの味方というわけでは、ないと思うわよ』

        　

        　いわばこの狼は、母の守護の意思そのもの。ただただ、天志を守るためだけに存在している。

        　強すぎる守護の意思は、時として、宿主の意にそぐわないこともする。理々が言いたかったのは、まさにこの状況なのだろう。

        「ねぇ、天志。雨城秋眞の依頼は、すでに終了しているのよ？」

        「…………」

        「これから彼が、どんな行動を取ろうと、アナタには関係がないのではなくて？」

        　理々の言葉が、身体を縛りつける力に拍車をかけてくる。

        　それでも、天志は無理やり立ち上がった。狼の守護神と、理々の目が、同時に鋭さを増す。

        「……前回もそうだったわね。まあ、一週間前の事件は、アナタのお友達のことだったから、まだいいでしょう。けれど、今回、アナタが救おうとしているのは、結果的にアナタのお母さんが死んだ原因となった人よ？」

        「…………」

        「自分のことより、他人のことを優先する……理解に苦しむわ。どうして、アナタはいつもそうなのかしら？」

        「それは、僕の守護神の言葉かい？　それとも、三千堂の？」

        「…………」

        　珍しく、理々は言葉に詰まっていた。

        　しかし天志としては、この質問に深い意味を持たせたつもりはない。

        　どちらの言葉だとしても、自分の意思は変わらないと、確信していたからだ。

        　天志は、ひたすら真っ直ぐ、金色の狼を見据える。神々しいまでの風体と、有無も言わさぬ迫力を前に、先程から膝が震えていた。

        　だが、ここで目を逸らしてしまうようでは、決してこの道を譲ってはくれないだろう。

        　恐怖を感じてもいい。だが、絶対に逃げないと、天志は自分に誓った。

        　目の前に立つ守護神を、母の魂と思っていいかどうかは、なるべく考えないようにした。そんなことを考えたら最後、切なさと愛しさで胸を裂かれ、この場に崩れ落ちてしまいそうな気がしたのだ。

        「僕は、白井朔の孫で……白井那月の、息子だ」

        「それで？」

        「祖母も、母さんも、何かを守るために身体を張った」

        「けれど、そのせいで命を落としたわ」

        「…………」

        「アナタも、同じ過ちを繰り返すの？」

        「そうじゃない」

        　天志は一歩、一歩、前へと進む。

        　まだ、身体が鉛のように重い。それでも、また一歩。さらに一歩。ゆっくりとだが、確実に、金色の狼に近づいていく。

        「……母さんと祖母の記憶を見て、僕もやっとわかった。何かを守るために自分を投げ出すのは、キミの言う通り、過ちだ。……けど、だからと言って僕達は、何かを守りたいという感情を、捨てられるわけじゃない」

        　やっと、天志は守護神の目の前に立てた。狼は身動きひとつせず、真紅の瞳だけを動かし、天志を見据えていた。

        　まるで、宿主を試すかのように。

        　それに答えるため、天志は最後の力を振り絞り、狼の首元に触れた。

        「……力を、貸してくれ」

        　人は、弱い。にも関わらず、何かを守りたがる。

        　自然界の弱者である草食動物達は、何よりも臆病になり、近づく者全てを警戒することで、自分を守る術を身につけた。

        　だが、人はそんな護身術すら持とうとせず、ただひたすらに、大切なものを守りたい、とだけ願う。

        　自分に至っては、図々しくも、力まで欲した。

        　傲慢だ、と天志は思う。

        　だが同時に、正しい、とも思うのだ。

        「僕はもう、何かを守るために、全てを捨てるなんてことはしない。だから、力が欲しいんだ」

        　…………。

        　………………。

        「戦って、守りたいものを守って、帰らなきゃならない場所に帰る。母さんや祖母のような、諸刃の剣となる優しさは持たない。……過ちは、繰り返さない」

        　……………………。

        　…………………………。

        　長い沈黙を破ったのは――――狼の方だった。

        　首を動かし、天志の手に、甘えるように擦りつけてくる。

        　すると狼は、天志の身体に吸い込まれるようにして、消えていった。同時に、天志の身体にかかっていた重圧も消える。

        　否、むしろ軽くなったように感じる。今、地面を蹴りつければ、空すら飛べる気がした。

        「……前と、少し変わったわね」

        　振り返ると、理々は呆れたような、諦めたような笑みを浮かべて、細い腕を組んでいた。

        「行くなら、早く行きなさい。アナタのお婆さまの自縛霊は、自殺した場所に留まっているわ」

        　つまり、祖母の実家、ということだろう。ここから全速力で走っても、最低十分はかかってしまう。

        　だが、今の身体の軽さならば、本当に飛んで行ける気がした。天志は急いで靴を履き、店の出入り口へ走る。戸を開け放つと、肩越しに振り返った。

        「三千堂！　キミは？」

        「後から追いつくわ。……同じ神様とは言え、狼の瞬発力には、さすがのアタシも敵わないもの」

        　珍しく、弱気な発言である。だが、その理由を、天志は地面を蹴りつけた瞬間に知ることとなった。

        　

        　ダンッ!!

        　

        「ぅわあっ!?」

        　四月十七日。午後八時五分頃。住宅街の上空に、空飛ぶ人間の影が目撃された、と話題になるのは、もう少し後の話――――。

        　

    

    
        五章　捨てるべきものは

        　

        　

        「雨城！」

        　住宅街から少し離れた所に、公園の敷地から無理やり派生させたような、雑木林が生い茂っている。夜に足を踏み入れると、闇に吸い込まれてしまいそうな、不気味な場所だ。

        　しかし、秋眞の首を追うことに必死だった天志は、暗闇に対する恐怖心などまったくなかった。

        　視線の先には、林の中を浮遊する首が見える。天志の声は聞こえているはずだが、止まる気はないらしい。

        「そりゃ、そうか……」

        　天志は改めて、地を蹴りつける。身体が風となり、距離を一気に詰められた。

        「しつけぇぞ、テメェ！」

        　秋眞が振り返った瞬間、彼の髪がまるで触手のように八方へ弾けた。

        　蛇のようにうごめき、捕らえようとしてくるが、天志は身体をひねって回避する。ここまで華麗な動きができるなど、自分でも信じられなかった。

        　舌打ちをする秋眞の怨霊とは、すでに目と鼻の距離である。

        「あああんだってンだよ！　コラ！　なんでテメェは、親を殺したやつを守ろうとしてんだ！　わけわかンねぇよ！」

        　

        　バキッ!!

        　

        　秋眞の髪が、大木の枝に巻きつき、そのまま握りつぶした。天志は慌てて右に飛び、落下してきた枝を避ける。

        　回避したせいで、再び差が開いてしまった――――かと思いきや、なぜか秋眞の方が空中で停止した。暗闇に、不気味な真紅の瞳が浮かぶ。

        「しつけェ!!」

        　憤怒の表情を浮かべながら、秋眞の首が、地面に落下する。

        　浮遊する力が尽きたのかと思ったが、そうではない。秋眞は、すでに触手と大差ない毛髪を、地面へ突き刺した。

        　そのまま地下を通ってきた髪が、天志の足元から突き出てくる。

        「っ!!」

        　避けられない――――と感じた瞬間に、足が勝手に動いていた。黒い触手の側面を蹴りつけ、自分でも信じられない速さで地上を駆ける。

        （いや、正確には……）

        　宿っている狼が、天志の身体を動かしてくれているのだ。

        （これなら……いける！）

        　天志は表情を引き締め、生首を睨む。

        　否、それはもう人の首というよりは――――憎悪の化身。蠢うごめく黒髪は、とめどなく溢れる感情のようだった。

        　このまま放っておけば、さらに禍々しい姿となっていくだろう。その前に成仏させなければ、きっと手がつけられなくなる。

        （よし。行く、ぞ……？）

        　木の幹を蹴りつけ、秋眞に突進しようとした、その時。

        　まるで電池が切れたオモチャのように、天志はガクリ、と地面に膝をついてしまった。

        「えっ……？」

        　慌てて立ち上がろうとするが、できない。少し動こうとするだけで、身体中の骨がミシミシと嫌な音を立てるのだ。

        「なん、で…………」

        「バあああカじゃねぇーの!!」

        　嬉々とした叫びと共に、秋眞の髪が巨大なムチとなって襲ってきた。

        　天志はまともに喰らい、背中から大木に叩きつけられる。

        「ハ、なんでぇ。やけにすばしっこいから、なンかの術者かと思ったが……違ぇなぁ。身体ン中に、変なカミサマを宿してるだけかぁ」

        「ぐっ……」

        「なぁ、ガキ。まーさかとは思うが、カミサマが宿ってるからって、自分の身体まで、超人になってるとか、勘違いしてねぇよなぁ？」

        「なに……？」

        　天志が怪訝そうな顔をすると、闇に秋眞の笑声が響いた

        「ンなわけあるかぁ！　何が宿ろうと、テメェの身体は人間のまま。そんな弱っちい身体で、あンだけ超人並に動き回ってりゃあ、骨だの筋肉だのが、使いモンにならなくなるに、決まってんだろうがぁ！」

        「……っ！」

        　そういうことだったか――――と、天志は今さらながらに、理解した。

        　理々の言った通りである。天志では、この怨霊に敵わない。

        　たとえ、守護神が味方についてくれても、身体が、神様の動きについていけないのだ。

        「ぁぐっ……!?」

        　満足に動けない身体に、さらに触手が強襲してきた。地面や大木に叩きつけられるたびに、意識が飛びそうなほどの激痛が走る。

        　残された抵抗は、せめて、意識を手放さないことだった。

        「さっさと諦めろやぁッ!!」

        「……っ!!」

        　強烈な一撃が、脳天を襲った。風に煽られた紙くずのように、天志は吹き飛ぶ。

        「う……っ……」

        　当たりどころが悪かったのか、視界がぐわんぐわんと揺れる。嵐に見舞われた船に乗っているかのようだった。痛みと共に、嘔吐感までこみあげてくる。

        （……諦めろ、か）

        　ここで諦められたら、どれだけ楽だろう。

        　やはり自分には、何かを守るなんて、大それたことはできないのだろうか。母と祖母は、自分の命を捨ててまで、それを成し遂げたというのに。

        『――――天志』

        「……？」

        　誰かに、呼ばれた気がした。倒れながらも、軽く頭を振り、揺れる視界を追い払う。

        　一度目を閉じ、開けてみると、真横に二本の足が見えた。

        　誰かが立っている。視線を上げて、その人物の顔を見た瞬間、天志は身体の痛みや倦怠感けんたいかんが、一瞬にして吹き飛んだ。

        「か……母さん……？」

        　そんなバカな――――とは思ったが、間違いない。天志の母、白井那月が、今にも泣きそうな顔でこちらを見下ろしていた。

        『天志。あなたは、よくやった』

        「え……」

        『諦めてもいいんだよ』

        　温かく優しい言葉が、全身を包みこむ。天志は、自分の中で張り詰めていた何かが、緩んでいくのを感じた。

        （そうか……諦めても、いいのか……）

        　それではこのまま、立ち上がらずにいようか。そうすれば、秋眞も攻撃をやめて、立ち去ってくれるだろう。

        　痛いことも辛いことも、これで全てが終わる。

        　全てが……。

        　

        『アタシの奴隷♪』

        　

        「……は？」

        　ふと、理々の顔が浮かんだ。

        （な、なんであいつが出てくるんだ……。…………。）

        　…………。

        　………………。

        　――――でも、と、天志は思う。

        　もしここで諦めてしまったら、自分はもう、あの店に帰れないだろう。

        　理々が許してくれないから、ではない。

        　天志が、天志自身を許せないからだ。

        「……！」

        　頭にかかった霧のようなものが、急速に晴れていく。軋む身体にムチを打ち、天志は無理やり起き上がった。

        　横にいた那月が、眉をひそめる。

        『天志……』

        「――――あなたは、母さんじゃない」

        『え……』

        「諦めてもいい、そう言い訳したがっている、僕の心だ」

        　断言した、その瞬間だった。

        　硬直した那月の身体が、真っ白に染まる。そこにヒビが入ると、白い人型は、まるで雪の結晶のように砕け散った。

        　天志は、きらめく破片に一瞥いちべつだけ送り、すぐに前を見据えた。

        　もう、迷いはない。

        「しつけェェェェェェェ!!」

        　絶叫しながら、憎悪の化身が向かってくる。

        　天志は、深く呼吸をしながら、胸に手を置いた。

        「……もう一度だけ、力を貸してくれ」

        　きっと、これが最後だ。

        「っ!!」

        　秋眞の首が眼前にまで迫った瞬間、天志は渾身の力で地面を蹴りつけた。

        　回避ではなく――――前進。

        「あああ!?」

        　このままでは正面衝突となる。さすがに驚いたのか、秋眞に一瞬だけ怯みが生まれた。

        　その隙をつき、天志はさらに地面を蹴りつけ、前に跳ぶ。

        　距離を詰めると、天志は秋眞の触手を、左手でわし掴んだ。その手に触手が絡みつき、ギリギリと締めつけてくるが、気にしてなどいられない。

        　

        　グンッ!!

        　

        「おおおあっ!?」

        　勢いをつけて触手を引くと、秋眞の首が天志に向かって飛んできた。

        （あとは……頼む）

        　薄く笑う天志の右手が、握られる。

        　天志は、もう自分の意思では、指一本すら動かしていない。

        　全て、守護神の意思に身をまかせていた。

        「ああああああ待っ――――」

        　

        　バキィッ!!

        　

        　燃えるように熱くなった天志の右拳が、秋眞の横面を殴り飛ばした。

        　瞬間、怨霊の断末魔が雑木林に響き渡る。

        　秋眞の首が、天志が触れたところから発火したのだ。炎は顔を焼き、触手にまで浸食していく。雨城秋眞にとっては、二度目の火葬であろう。

        　不思議とその炎は、雑木林に飛び火することはなかった。まるで、人の感情だけを喰らう怪物のように、ひたすら秋眞だけに襲いかかる。

        （……やっ、た………のか）

        　天志は、ガクリとその場に両膝をつく。できることなら、このまま倒れて眠ってしまいたかった。

        　だが、それはできない。

        　天志は満身まんしん創痍そういの身体を叱咤し、もう一度立ち上がった。

        「……ク、クク。クククッ…………」

        　天志は、ハッと身構えた。すでに消滅しかけている秋眞が、いまだに薄気味悪い笑顔を浮かべている。

        「ま、さか……このオレが、こんなガキに邪魔されるなんてなぁ。……いや、正確には、テメェとあのおっかねぇカミサマか。ドＭとドＳでお似合いだぜ」

        「…………」

        　最後まで、口の減らない怨霊である。天志は、あえて返事はしなかった。

        　今はただ、この憎悪の化身が消え去るところを、しっかり目に焼きつけておきたい。

        　――――だが、その決意は、秋眞の言葉により一瞬で揺らいでしまった。

        「なぁ、ガキ。テメェ……あのカミサマに惚れてンだろ？」

        「……っ」

        「オーオー、顔が赤いねぇ。わかりやすいガキだ……だが、あのカミサマだけは、やめといた方がいいと思うぜぇ」

        　秋眞の顔は、すでに半分が消滅してしまっている。残った半分の顔で、怨霊は器用に口元を歪めた。

        「血の匂いがするんだよ、あのカミサマからは。……オレなんざ、比にならねぇほどの」

        「……なに？」

        「一体、今まで何人殺してきたんだろうなあ？」

        　秋眞が、かすれた笑声をあげた。

        　天志は、眉間にシワを寄せる。最後の嫌がらせのつもりなのか。

        　だが、秋眞は連続殺人犯。狡猾な知能で、いくつもの犯罪を実行してきた男が、ここまで下手なウソをつくとは思えない。

        「ククク……ガキ。テメェはあのカミサマを、悪いヤツじゃない、程度に思ってンのかもしンねぇが……とんでもねぇ」

        　天志の混乱を後押しするかのように、秋眞が言葉を続ける。

        「アレは……おっかねぇカミサマだ。……せいぜい、逆鱗に、触れねぇ、ように……気を、つ、け……な…………」

        　怨霊の言葉が、闇夜に溶けていく。

        　その捨て台詞を遺言に、秋眞の首は完全に消滅した。

        （今度こそ……成仏したか）

        　……だが、奇妙な違和感が残った。

        　秋眞が最後に残した言葉は、一体どういう意味だったのか。

        （やっぱりあいつ……三千堂のことを、知っていたのか……？）

        「そんな所に突っ立っていると、無性に蹴りを入れたくなるのだけれど？」

        　

        　ドカッ！

        　

        「うわっ!?」

        　言うが早いが、天志は背中に強烈な蹴りを喰らっていた。相手は予想通り、三千堂理々である。

        「本当に蹴りを入れるな！」

        「こんな所でボーッとしてる方が悪いのよ。一体何をやっているの？　あの怨霊さんは、成仏したのでしょう？」

        　秋眞のことを聞かれて、天志は、無意識の内に目を逸らしてしまった。

        　頭に理屈で言い聞かせても、先程の言葉がどうしても蘇ってしまう。

        　血の匂い。殺した。カミサマ。逆鱗に、触れぬよう――――。

        「天志？」

        「っ……！」

        「なんなの？　アナタはいつも変だけれど、今は特に変よ？」

        「……いや、なんでもない」

        　確かに変なのだろう。いつもの天志なら、理々の罵倒に言い返すはずだ。

        （……いや、いい。忘れよう）

        　天志は頭を振り、秋眞の言葉を、無理やり頭から追い出した。今の自分には、行かなければならない場所と、しなければならないことがある。

        「……行くぞ」

        　自分自身に言い聞かせ、天志は雑木林の奥へと進んだ。

        　

        　

        　祖母の家は、雑木林を抜け、人も住宅も少ない通りの先にある。足を運ぶのはずいぶん久しぶりなので、無事に辿りつけるか、若干不安ではあった。

        　だが、どうやら杞憂だったようだ。この辺りの住宅で、一番幽霊屋敷という呼び名が合う一軒家。ここが、祖母・白井朔の家である。

        （夜に見ると……一層、不気味だな……）

        「なあに？　怖いの？」

        「そ、そんなわけないだろう」

        　理々に背中をつつかれ、天志は慌てて、家の敷地内に足を踏み入れた。

        　ここへ最後に来たのは、かなり小さかった頃だ。それなのに、頭の奥にあるわずかな記憶と、まったく変わっていないように思える。やはり、嫌われ者であった祖母の家は、誰も始末したがらなかったようだ。

        　いたたまれない気持ちになりながら、天志は奥へと進む。

        　しばらくすると、錆ついた玄関が見えてきた。

        「ん……？　どうした？」

        　突然、理々が立ち止まったので、天志も慌てて足を止める。神の瞳は、真っ直ぐ玄関を見つめていた。

        「……いたわ」

        「えっ？　……祖母の自縛霊か？」

        　天志は周囲に視線を走らせるが、視界に入るのは夜の闇だけ。人影などは見えない。

        　そもそも、自分には幽霊が見える体質なのだろうか、と疑問を抱き始めると、理々が静かに呟いた。

        「天志。幽霊の見方が違うわ」

        「……見方？」

        「幽霊は、見ようとして見えるものじゃないの。「白井朔の幽霊を見つける」そう思って目を凝らしてはダメ。何も考えず、ただ真っ直ぐ、闇を見つめなさい」

        　……わかったような、わからないような説明である。だが、とにかくやってみるしかない。

        　天志は、なるべく頭を空にして、再度、夜の空間に視線を巡らせた。

        「……っ！」

        　確かに、見えた。

        　いや、浮かんできた、と言う方が正しいかもしれない。玄関前の三段ほどしかない階段に、紫の着物をきた老婆が腰かけている。

        　間違いない。白井朔の自縛霊であった。

        「……あらあら、これは大変ね」

        　隣を見ると、理々が珍しく困ったような表情をして、なぜか耳をしきりにさすっていた。

        「……どうかしたかい？」

        「あの自縛霊の悲鳴が、やかましいのよ」

        「……何も聞こえないぞ」

        　首を傾げると、理々は呆れたように天志を見返す。だが、すぐに悪戯を思いついたような顔になり、天志に道をゆずるかのように、一歩退いた。

        「だったら、あの霊体に触れてごらんなさい。そうすれば、アナタにも嫌でも聞こえるでしょう」

        　理々の含み笑いが気になったが、天志は素直に従った。

        　枯れ草が散乱する石畳みを渡り、祖母の霊の前に立つ。

        （……こんなに、痩せていたか……？）

        　小さい頃、祖母とは会っているはずであったが、何しろもう十数年前のことだ。天志もやっと、言葉を話すようになった歳である。正直、ほとんど覚えていない。

        　なので、祖母に対する記憶は、仏壇に飾られた写真くらいしかなかった。だが、それでも写真の祖母の方が、もう少し生気が見られた気がする。

        　早鐘のように鳴る自分の心音を聞きながら、天志は祖母の霊体に手を伸ばし――――――。

        　た。

        　あ　　　あ、あ。

        　あああ助けてああ許して許してああああ許しておくれあ違うあああ違う違うああ許してあああたしのああ娘あたしのああ苦しい苦しい苦しいあああ殺してああ許してああ殺してしまった殺――――。

        「天志」

        　凛、とした声が頭に響き、天志はやっと正気に戻った。

        　いつの間にか、その場に腰を抜かしており、左の手首を、理々に掴まれている。どうやら、彼女が引き戻してくれたらしい。

        「どう？　お婆さまの声は、聞こえたかしら？」

        　問われると、先程の慟哭のような言葉が、頭の中でぐるぐる回る。それだけで、吐き気がせり上がってきた。

        　胸板を押さえながら、天志はジロリ、と理々を睨む。

        「……僕がこうなるとわかってて、わざと聞かせたな」

        「アナタの苦しむ姿って、とてもそそるから♪」

        　天志は奥歯を噛みしめるしかない。

        　これ以上、理々の前で醜態をさらしたくはなかった。嘔吐感を押し殺し、なんとか立ち上がる。

        「……それに……しても」

        　今のが、祖母の声だというのだろうか。地獄の阿鼻叫喚を聞く方が、まだマシではないかと思われた。

        　人殺しの罪過を背負ったものは、想像を絶するほどの苦しみに、一生捕らわれることとなるのだ。

        「それで？　どうするの？」

        　理々は、自縛霊から目を離さずに問いを投げてきた。

        「怨霊さんからは守ってあげたけれど……アナタは一体どうやって、お婆さまを救ってあげるつもりかしら？」

        「…………」

        　咄嗟に、言葉が出なかった。先程までの、怨霊から祖母を守った、というどこか満たされた感覚が、急激にしぼんでいく。

        　先程の嘆きを思い出すと、地獄に落とされた方がマシだったのでは、という考えまで浮かんできてしまった。

        「僕は……祖母の痛みを、ちゃんと理解できていなかったのか……」

        　人の痛みは、記憶そのものだと思っていた。だからそれを見れば、祖母の心をわかってやれると信じていた。

        　すると、呆れ笑いを浮かべながら、理々が口を開いた。

        「他人の痛みを理解することなんて、できないわ。痛みはその人だけのもの。アナタにできることは、痛みを知ることだけよ」

        「……っ！」

        　その通りかもしれない。

        　痛みは元々、誰かと共有するものではないのだ。だから、理解することなどできない。

        「……だったら」

        　痛みを知った上で、できることがあるのではないだろうか。

        　天志も、祖母の自縛霊を見据えたまま、隣に話しかけた。

        「三千堂」

        「何かしら？」

        「僕は、自分以外の記憶力を対価にして、アブノーマル・ヴァキュアス・ディスクを見ることができるんだよな？」

        「そうよ。アタシと契約の口づけをしたおかげでね」

        　……余計なことまで思い出してしまった。天志は慌てて頭を振り、真剣な表情に戻る。

        「なら、祖母の記憶力を対価にすることはできるかい？」

        「…………」

        　……しばしの沈黙。

        　天志は恐る恐る、雇い主の顔を覗き込んでみる。

        　すると理々は、それでいい、とでも言いたげに頷いてくれた。

        「もちろんできるわ。……あれは霊体だから、今回の視聴分の記憶力を奪えば、頭の中は空っぽになってしまうでしょうね」

        「そうなると……祖母はどうなる？」

        　尋ねると、理々はやっと視線を天志に向けた。雪原のように透き通った顔には、美しい笑みが浮かんでいる。

        「記憶力を失えば、全ての記憶を失う……当然、娘を殺してしまった記憶もなくなって、魂は解放されるでしょうね」

        　ならば、迷うことなど何もない。

        　天志も、薄い笑みを浮かべて頷き返した。

        「頼む」

        「お願いします、でしょう？」

        「……っ、お、お願いします……」

        「クスクス、冗談なのに」

        「なっ……おいっ！」

        　赤面する天志を置いて、理々は朔の自縛霊へと歩み寄る。そして、ゆっくりと腕を伸ばした。月光を浴びた白い細腕は、まるで宝枝のように美しい。

        「孫に感謝することね。お婆さま」

        　理々が朔に触れると、一瞬、霊体が淡い光を放った。

        　だが、光はすぐに、胸元辺りに収束していく。

        　同時に、朔の身体がだんだんと透けていった。

        （成仏する、のか……）

        　天志は、じっと、その光景を眺める。

        　祖母を許すのは、妥協なのか、譲歩なのか、天志自身もよくわからない。そこまで複雑な感情はなく、ただ単に、哀れに思っただけかもしれない。

        　その一方で、天志は否がおうにも考えてしまう。

        　自分には、守護神がついてくれている。

        　だが、その守護神が危惧してくれたように、他人のため、と謳いながら、どんな危険にも飛び込んでしまう自分は、やはりいつか、身を滅ぼしてしまうのだろうか。

        　母や、祖母と同じように――――。

        『――――大丈夫』

        「……っ！」

        『あなたは、間違っていない』

        「なっ……」

        『ありがとう』

        　弾かれたように、天志は顔を上げる。誰かが、頭を撫でてくれたような気がしたのだ。

        　しかし、頭上には、雲一つない夜空が広がるだけである。

        　視線を戻すと、理々が玄関からこちらに歩いてくるところだった。階段に座っていた自縛霊は、いつの間にか消えている。

        　どうやら、全てが終わったようだ。

        （間違っていない……か）

        　撫でられた頭に、手を置いてみる。

        　すると、理々に不思議そうな顔をされてしまった。

        「何しているの？」

        「……いや」

        　天志は再び空を仰ぐ。色々なものがこみ上げて、泣きだしてしまいそうな気がしたのだ。

        　夜空には、星と月が輝いている。

        　明日は、晴れそうだった。

        　

        　

        　――――翌日。

        　天志は再び、白井家の墓前に訪れていた。あれだけの出来ことがあったのだ。一刻も早く、母に報告しておきたいと思ったのである。

        「人間って本当に、奇妙な生き物よね。ここにアナタのお母さんの魂はないのに、報告も何もないでしょう」

        　天志は墓に手を合わせながら、嫌そうに隣を見る。

        　今日の付き添い人は、橋田岳ではない。なんと、理々が自ら、ついていくと言い出したのだ。

        「……文句を言うなら、来なければよかったじゃないか。だいたい、どうしてキミがついてきたんだい？」

        「あら、ご挨拶ね。このアタシがわざわざ、足を運んであげたというのに」

        　不機嫌そうに口を尖らせ、理々は前に進み出た。天志の隣に並び、目を閉じると、白井朔の墓石に触れる。

        （……？　何を……？）

        　しているんだ、と、尋ねてみたかったが、少女の真剣な雰囲気に飲まれ、天志は口をつぐんでいた。

        　やがて、理々は手を離し、天志に向き直る。

        「どうやら、アナタのお婆さまは、無事に成仏できたようね」

        「え……」

        　天志は目を丸くし、白い神様を凝視した。

        「まさか……それを伝えるためだけに来てくれたの――――かっ!?」

        　言葉が終わるのを待たず、理々のヒールの踵が天志の胸板を蹴りつけた。

        　仰向けに倒され、呼吸が一瞬止まった天志は、激しくむせる。しかし、理々はお構いなしと言った感じで、横から、天志の胸板を踏みつけた。

        「何を勘違いしているのかしら？　アタシは依頼を完遂したかっただけ。身の程知らずな思い違いをしていると、このままアナタの胸を踏み砕くわよ？　土を盛って木の棒を立てて、アナタのお墓も作ってあげましょうか？」

        「そ、その規模は、どう考えてもペットの墓だろう！」

        「ここは、律儀にツッコミを入れるのでなくて、アタシの激しい照れ隠しを可愛いと思ったらいかが？」

        「自分で自分の照れ隠しを可愛いとか言うな！」

        　ひとしきり遊び満足したのか、理々はやっと赤いヒールをどかしてくれた。

        　天志は慌てて立ち上がり、身体についた砂利を落とす。墓前だろうがなんだろうが、彼女のサディスティックな性格は、自重を知らないようだ。

        （……けど）

        　勢いで誤魔化されそうになったが、白井朔の成仏を知らせるためだけに来てくれた、というのは、間違いないだろう。

        　最初からそう言ってくれればいいのに――――と、天志は思う。

        　前回の事件といい、今回といい、神様というのは人間にお礼を言われるのが嫌いなのだろうか。

        （……いや、多分、この神様だけだな）

        　元も子もない結論に、天志は苦笑を零すしかない。

        　理々は、すでに墓前を離れ、霊園の出口に向かって歩き出している。天志もその後に続こうとして、ふと立ち止まった。

        　もう一度、墓前に振り返り、胸に手を当てる。

        　初めは、この守護神は母そのものかもしれないと思ったが、それは違う、と天志は考えを改めた。

        　白井那月は神ではないし、神は白井那月ではない。

        　この狼は、白井那月が、命懸けで天志に残してくれた力なのだ。

        　ならば感謝するべきは、やはり母本人であろう。そう思い、天志は改めて頭を下げた。

        （……ありがとう――――母さん）

        　そして、今度こそ踵を返し、理々の隣に並んだ。

        「…………」

        「…………」

        　微妙な沈黙が続いてしまう。

        　話すことなら山のようにある気がするのだが、天志のお節介な良心がうずいた。

        （やっぱり……三千堂にも、改めて礼を言うべき、だよな……）

        「……さ」

        「成仏、で思い出したけれど――――」

        　なんともタイミング悪く、理々の方から口火が切られた。天志は平静を装い、耳を傾ける。

        「あの怨霊さんも、ちゃんと成仏したみたいよ」

        　その言葉に、天志の顔が強張った。

        「……雨城秋眞のことか？」

        「ええ。……まあ、現世で罪を犯した者が逝くところは、安寧の地ではないけれど」

        　不吉さと妖艶さをにじませた笑みが、理々の顔に浮かぶ。

        　ぞくり、と天志の背中に氷塊が滑り落ちた。

        　時折、この神様は、恐ろしい笑顔を見せることがある。

        　小さな身体には不釣り合いの、まるで血に飢えた亡者のような――――。

        　

        『一体、今まで何人殺してきたんだろうなあ？』

        　

        　天志の頭に、秋眞の言葉がよみがえる。気にすることはない、でたらめに決まっている、と自分でも驚くほど全力で否定していた。

        　だが、心のどこかには、頭ごなしの決めつけを責めるような自分もいる。

        「………………三千堂」

        　気がつくと、天志の口は勝手に動いていた。

        「何かしら？」

        「犯罪者と言えば……キミも、確か天界で罪を犯して、この地上に落とされてしまったんだよな？」

        「そうよ」

        「……どんな罪を犯してしまったんだ？」

        「――――覚えてないわ」

        　間髪いれずに、理々は答えた。あまりに淡泊とした返答に、天志は唖然としてしまう。

        　いくらなんでも「覚えていない」ということはない。

        　おそらく、遠回しに話したくないと、言っているのだろう。

        （……でも）

        　気のせい、だろうか――――。

        （「覚えていない」、じゃなくて……「思い出したくない」って、言ってるような……）

        　と、次の瞬間。

        　理々がいきなり立ち止まり、ふわりと宙にういた。天志はぎょっとして周りに視線を走らせる。

        　こんな姿を誰かに見られたら――――。

        「うわっ!?」

        　すると、浮きあがった神様は、そのまま天志の背中に抱きついてきた。

        「な、何してるんだよ!?」

        「アナタこそ、何をしているの？　天志は奴隷なのだから、主人を丁重に、お店まで運びなさいな」

        「はぁっ!?　キ、キミは神様なんだから、行きたい場所くらい簡単に行けるだろう！」

        「ええ、もちろん」

        「だったら、どうして僕が運ばなきゃならないんだ！」

        「アナタをイジめていると、面白いから♪」

        　天志の背中で、理々はまったく悪びれなく微笑む。天志はこの場に少女を放り出してしまいたかったが、そんなことすれば――――。

        「そんなことしたら、あとでオシオキよ」

        「……っ!!　だ、だからキミは人の心を勝手に読むな！」

        　選択権は、毎度のごとくなさそうである。

        　天志は仕方なく、小さな神様を抱え直し、店への帰路を歩み始めた。

        　

        　

        　

        終

        　

        本作品の全部あるいは一部を無断で複製・転載・配信・送信したり、ホームページに転載することを禁止します。

        本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

        また有償・無償にかかわらず、本作品を第三者に譲渡することはできません。
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